
広報くりはら　令和７年９月１日　　２８今月の表紙：栗駒山麓ジオパークビジターセンター内にある
　　　　　　超大型スクリーンに映る紅葉の栗駒山

　「作品を手に取った人の笑顔と温かい
言葉が、創作意欲を高めてくれます」と、
柔らかな表情で話す、ハンドメイド作家
の渡邊さん。手芸の趣味が高じて作家活
動を始め、今年で１０年を迎えました。
　渡邊さんが手がける作品の多くは、手
袋にフェルトの人形や仕掛けを取り付け
た「手袋シアター」や、ままごとセットな
ど、子どもの世話に役立つおもちゃ。ま
た、和裁士としての経験を生かして、浴
衣をリメイクしたバッグや小物入れなど
も制作しています。
　現在、力を入れているのは、さまざま
な作家のハンドメイド作品などを販売す
るマルシェの企画・運営です。２年前、
父親がかつて営んでいた畳店を改修し、
店舗兼作業スペースとしてオープンさせ
た渡邊さん。昨年には、その一部を利用
して「うぐくりまるしぇ」を初開催しまし
た。
　１０月には、３回目のマルシェを開催
予定。あれこれ構想を練る渡邊さんは
「回を重ねるごとに、内容が充実してき
ました。作品を通じて地域に元気を届け
たいです」と、笑顔で語ってくれました。

　「作品を手に取った人の笑顔と温かい
言葉が、創作意欲を高めてくれます」と、
柔らかな表情で話す、ハンドメイド作家
の渡邊さん。手芸の趣味が高じて作家活
動を始め、今年で１０年を迎えました。
　渡邊さんが手がける作品の多くは、手
袋にフェルトの人形や仕掛けを取り付け
た「手袋シアター」や、ままごとセットな
ど、子どもの世話に役立つおもちゃ。ま
た、和裁士としての経験を生かして、浴
衣をリメイクしたバッグや小物入れなど
も制作しています。
　現在、力を入れているのは、さまざま
な作家のハンドメイド作品などを販売す
るマルシェの企画・運営です。２年前、
父親がかつて営んでいた畳店を改修し、
店舗兼作業スペースとしてオープンさせ
た渡邊さん。昨年には、その一部を利用
して「うぐくりまるしぇ」を初開催しまし
た。
　１０月には、３回目のマルシェを開催
予定。あれこれ構想を練る渡邊さんは
「回を重ねるごとに、内容が充実してき
ました。作品を通じて地域に元気を届け
たいです」と、笑顔で語ってくれました。

ハンドメイド作品で地域を元気に

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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【特集】
ジオが描く未来の栗原



栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
努
め
る
、
東
北
学

院
大
学
名
誉
教
授
の
宮
城
さ
ん
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
然
災
害
と
生
き
る

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
栗

駒
山
を
は
じ
め
、
そ
こ
か
ら
流
れ

る
迫
川
、
平
野
に
広
が
る
田
園
地

帯
や
伊
豆
沼
・
内
沼
な
ど
の
多
様

な
自
然
の
他
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
自

然
災
害
を
克
服
し
て
築
か
れ
た
文

化
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
自
然

や
文
化
が
評
価
さ
れ
、
市
全
域
が

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
20
年
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
を
き
っ
か
け
に
、
栗

原
の
自
然
や
文
化
な
ど
を
守
り
な

が
ら
、
教
育
や
防
災
、
観
光
に
活

用
し
て
持
続
可
能
な
地
域
を
目
指

す
た
め
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
構
想
が

始
ま
り
ま
し
た
。

本
ジ
オ
パ
ー
ク
が
持
つ
他
に
は

な
い
魅
力
の
１
つ
に
、
自
然
災
害

と
の
知
恵
あ
る
共
生
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
自
然
災
害
で
は
負
の
側
面

が
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
土
地
が
豊
か
に
な
る
と
い
う

正
の
側
面
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
栗
原
の
地
は
古
く
か

ら
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
被
害
を
受

け
て
き
ま
し
た
が
、
氾
濫
に
よ
っ

て
土
砂
が
運
ば
れ
、
豊
か
な
大
地

が
で
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら

は
、
河
川
改
修
な
ど
の
整
備
が
進

み
、
多
く
の
米
が
生
産
さ
れ
農
民

の
暮
ら
し
を
支
え
ま
し
た
。
市
内

に
数
多
く
残
る
長
屋
門
は
、
豊
か

な
農
民
が
い
た
証
で
す
。

防
災
教
育
の
先
進
地

本
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
保
護
・
保

全
部
会
、
防
災
・
教
育
部
会
、
観

光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会
、
ガ
イ
ド

部
会
の
４
つ
の
部
会
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
特
に
防
災
・
教

育
部
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
成
り
立
ち
や
防
災
を
学
ぶ
ジ

オ
パ
ー
ク
学
習
に
力
を
入
れ
、
今

で
は
市
外
の
学
校
か
ら
も
多
く
学

習
に
来
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
、
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
内
に
荒
砥
沢
地

す
べ
り
地
か
ら
採
取
し
た
地
層
や
、

日
本
、
世
界
各
地
の
岩
石
標
本
の

展
示
室
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
展

示
物
の
一
部
は
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
手
で
重
さ
や
触
り
心
地
な
ど

の
情
報
を
感
じ
取
り
、
楽
し
く
学

べ
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

世
界
を
見
据
え
て

本
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
受
け
継

が
れ
て
き
た
栗
原
の
魅
力
を
、
よ

り
多
く
の
人
に
伝
え
る
た
め
ユ
ネ

ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
地
域
の
魅

力
を
知
り
発
信
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

魅
力
は
普
段
の
生
活
の
中
に
あ

り
ま
す
。
い
つ
も
口
に
し
て
い
る

お
い
し
い
米
ひ
と
つ
取
っ
て
も
、

こ
の
地
が
育
ん
だ
か
け
が
え
の
な

い
恵
み
で
す
。
世
界
に
栗
原
の
魅

力
を
届
け
る
た
め
、も
っ
と
多
く
の

人
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

 みや ぎ とよ ひこ

宮城　豊彦 さん名誉教授

理学博士・東北学院大学

豊かな大地が広がる栗原。この地で暮らしてきた先人たちは自然からの
恩恵を受け、そして時に自然の厳しさに向き合いながら知恵と工夫を重ね、
独自の文化や災害への教訓を伝えてきました。

栗駒山麓ジオパークでは、こうして受け継がれてきた栗原を未来に残す
ため、さまざまな活動をしています。

今月は、日本ジオパーク認定１０周年を迎える、栗駒山麓ジオパークの
これまでの歩みとこれからを特集します。

ジオパークとは
地球誕生の歴史、地域の地質や自然が人々の暮

らしや文化に、どのように関わっているかを過去
から学び、楽しみながら未来を考える場所です。
大地の成り立ちを物語る地質や自然を保全し、教
育や防災、地域活性化に活用することで、持続可
能な地域を目指します。

日本にあるジオパーク
日本ジオパークは全国に４７地域あります。そ

の内、静岡県の伊豆半島など１０地域が、ユネス
コ世界ジオパークにも認定されています。

ユネスコ世界ジオパーク
国際的に見て貴重な地質などを含む地域を保全

し、教育や観光などに活用して持続可能な開発を
目的にしたものです。２０１５年からユネスコの
正式なプログラムとなり、現在世界５０カ国２２９
カ所が認定されています。

栗駒山麓ジオパークのあゆみ
平成２０年６月１４日

平成２０年岩手・宮城内陸地震 発生
２２年５月２４日　
栗駒山麓崩落地・景観活用検討委員会設立
２３年６月１日
栗駒山麓崩落地・景観活用将来ビジョンを提言
２４年２月　ジオパーク宣言
２７年９月４日
日本ジオパーク認定、栗駒山麓ジオパーク誕生
３１年４月１日
栗駒山麓ジオパークビジターセンター開設

令和元年１２月２５日
日本ジオパークネットワーク再認定
６年９月５日　ＮＩＰＰＯＮ防災資産に認定
７年９月４日
栗駒山麓ジオパーク認定１０周年

特 集 ジオが描く未来の栗原

特集  ジオが描く未来の栗原

３　　広報くりはら　令和７年９月１日 広報くりはら　令和７年９月１日　　２



未
来
に
つ
な
げ
て

先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
豊

か
な
自
然
や
文
化
、
そ
し
て
自
然

災
害
の
知
恵
は
貴
重
な
栗
原
の
財

産
で
す
。
こ
の
財
産
を
未
来
に
残

す
た
め
に
は
、
こ
こ
に
暮
ら
す
私

た
ち
一
人
一
人
が
地
域
の
自
然
や

文
化
の
価
値
を
理
解
し
守
り
な
が

ら
、
そ
の
魅
力
を
外
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
が
目
指

す
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
定
は
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
を

積
み
重
ね
る
こ
と
で
近
づ
け
る
目

標
で
す
。

美
し
い
自
然
や
豊
か
な
大
地
で

育
ま
れ
た
食
材
、
多
彩
な
郷
土
料

理
に
地
域
の
伝
統
的
な
祭
り
な
ど
。

数
々
の
自
然
災
害
を
乗
り
越
え
て

築
か
れ
て
き
た
栗
原
の
魅
力
は
、

ま
だ
ま
だ
他
に
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
気
候
変
動
や
少
子
高
齢
化

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
先
人
た
ち

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
自
然
や

文
化
、
人
々
の
暮
ら
し
も
少
し
ず

つ
変
化
し
て
い
ま
す
。

魅
力
溢
れ
る
栗
原
を
後
世
に
も

つ
な
い
で
い
く
た
め
、
日
常
に
あ

る
魅
力
を
探
す
こ
と
か
ら
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
は
多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
、
認
定
10
周
年

を
迎
え
ま
す
。
地
形
や
地
質
な
ど

の
調
査
や
研
究
、地
元
食
材
を
使
っ

た
商
品
の
開
発
、
ガ
イ
ド
な
ど
そ

の
協
力
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
ガ
イ
ド

と
し
て
活
動
し
て
い
る
、
栗
駒
山

麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
会
会
長

の
平
塚
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

故
郷
は
宝
の
山

私
に
と
っ
て
ジ
オ
パ
ー
ク
は
故

郷
へ
の
愛
を
深
め
る
活
動
で
す
。

私
は
以
前
、
故
郷
に
自
信
が
持
て

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
ガ
イ

ド
養
成
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
何
気
な
く
過
ご
し

て
い
る
日
常
が
、
誰
か
に
誇
れ
る

よ
う
な
自
然
や
文
化
に
囲
ま
れ
て

い
る
と
知
り
、
故
郷
を
誇
り
に
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
特
に
実
感
す
る
の
は
、

紅
葉
の
栗
駒
山
麓
周
辺
を
案
内
す

る
と
き
で
す
。
紅
葉
が
有
名
な
山

は
全
国
に
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

中
で
も
栗
駒
山
は
常
緑
樹
が
少
な

い
た
め
、
秋
に
は
山
全
体
が
赤
や

黄
色
な
ど
の
落
葉
樹
で
彩
ら
れ
、

神
の
絨
毯
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
景

観
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日

本
各
地
の
山
を
登
っ
た
人
と
接
っ

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が「
こ

ん
な
に
美
し
い
山
は
他
に
な
い
」

と
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

私
自
身
、
栗
原
で
一
番
好
き
な

景
色
は
紅
葉
の
栗
駒
山
で
す
が
、

ガ
イ
ド
を
始
め
て
、
さ
ら
に
そ
の

景
色
を
特
別
に
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

日
常
の
景
色
や
食
べ
物
な
ど
に

も
、
他
に
は
な
い
栗
原
の
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動

に
触
れ
、
私
の
よ
う
に
皆
さ
ん
に

も
栗
原
の
魅
力
を
見
つ
け
て
ほ
し

い
で
す
。

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
今

年
の
秋
、
ジ
オ
ト
レ
イ
ル
を
開
通

し
ま
す
。

ジ
オ
ト
レ
イ
ル
に
つ
い
て
、ル
ー

ト
設
定
に
携
わ
る
、
く
り
こ
ま
高

原
自
然
学
校
校
長
の
塚
原
さ
ん
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

体
で
栗
原
を
感
じ
る

ジ
オ
ト
レ
イ
ル
と
は
、ジ
オ
パ
ー

ク
エ
リ
ア
内
の
地
形
や
自
然
、
地

域
と
の
交
流
を
歩
く
こ
と
で
体
感

で
き
る
旅
で
す
。

本
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
市
全
体

が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
る
た
め
、
広
大
な
範
囲

を
ジ
オ
ト
レ
イ
ル
の
エ
リ
ア
と
し

て
歩
け
、
多
く
の
見
ど
こ
ろ
や
魅

力
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　現
在
設
定
し
て
い
る
ル
ー
ト
は
、

栗
原
の
自
然
や
人
々
が
育
ん
で
き

た
暮
ら
し
や
文
化
を
、
歩
く
人
が

魅
力
的
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

意
識
し
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い

ま
す
。

道
か
ら
関
心
を
育
む

普
段
、
子
ど
も
た
ち
と
接
し
て

い
て
も
、車
で
の
通
学
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
な
ど
、
生
活
様
式

が
大
き
く
変
わ
り
、
自
然
と
の
触

れ
合
い
や
地
域
と
の
交
流
が
減
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
の
美
し
い
栗
原
を
次
の
世
代

ま
で
残
す
た
め
に
は
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
が
、
地
域
の
自
然
や
文

化
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
ジ
オ
ト
レ
イ
ル
は
そ
の
き
っ

か
け
と
し
て
、
地
域
の
道
を
歩
く

こ
と
で
し
か
発
見
で
き
な
い
新
た

な
魅
力
や
、
交
流
を
生
み
出
し
て

く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ジ
オ
ト
レ
イ
ル
の
体
験
か
ら
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
興
味
を
持

つ
人
が
さ
ら
に
増
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

 ひら つか しげ き

平塚　茂樹 さん（金成梨崎下沢辺）会長

栗駒山麓ジオパークガイドの会

 つか はら とし や

塚原　俊也 さん（栗駒耕英）校長

くりこま高原自然学校

栗駒山麓ジオパーク認定１０周年記念イベントなど開催
日本ジオパーク認定１０周年を記念したイベントや、ジオトレイル開通

イベントなどを開催します。ぜひ参加してください。

●１０周年記念ツアー「ボーリングコアを観察 荒砥沢地すべり内部のひみつを探ろう」
□ 日時　９月７日（日） 午前９時３０分～午後３時３０分
□ 場所　栗駒山麓ジオパークビジターセンター、荒砥沢地すべり内部

●栗駒山麓ジオトレイル開通イベント ＫＵＲＩＨＡＲＡ ＴＲＡＩＬ ＤＡＹＳ
□ 日時　１０月１３日（月） 午前１０時～午後４時
□ 場所　栗駒山麓ジオパークビジターセンター

●栗駒山麓ジオパーク認定１０周年記念フォーラム
□ 日時　１１月２９日（土） 午前１０時～午後４時
□ 場所　若柳総合文化センター（若柳ドリーム・パル）

●栗駒山麓ジオパーク学習交流会２０２５
□ 日時　１２月１９日（金） 午前９時３０分～正午
□ 場所　栗原文化会館

●共通事項
□ 参加費　無料

※イベントの詳細については栗駒山麓ジオパークのFacebookなどを
確認するか、問い合わせください。 

商工観光部ジオパーク推進室
☎（２４）８８３６

▲ジオトレイルルートの１例。秋の世界谷地原生
　花園へ至る、紅葉のトンネル

ジオパーク
市ウェブサイト

ジオパーク
Facebook

ジオパーク
LINE

ジオトレイル
市ウェブサイト

①栗原を代表する栗
駒山など、美しい
自然が市の魅力を
形づくる。

②岩魚や自然薯など
栗原の食材を使用
した栗駒山麓のめ
ぐみ認定商品。栗
原の風土と結び付
いた食材が使われ
ている。

①

②

▲採取された岩石を砕いて観察する子どもたち ▲歩いてジオトレイルのルートを調査する様子 ▲花山の沢で遊ぶ子どもたち

じ
ゅ
う
た
ん

特 集 ジオが描く未来の栗原

５　　広報くりはら　令和７年９月１日 広報くりはら　令和７年９月１日　　４



７　　広報くりはら　令和７年９月１日 広報くりはら　令和７年９月１日　　６

まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　７月２１日（月）から８月２０日（水）にかけて市
内１３事業所で「親子工場見学ツアーｉｎくりは
ら」を開催しました。この催しは、市内の事業所
を子どもたちに知ってもらい、将来的な人材確保
につなげようと県と市が共催したもので、今年で
３回目の開催になります。
　このうち、８月７日（木）に開催されたナブコ
トート株式会社の見学では、参加した５組１５人
の親子が、同社で生産する自動ドアの製造工程や
ショールームを見学し、説明に聞き入りました。

　今年も市内各地で夏祭りが開催され、栗原の夏を熱く盛り上げました。
　江戸時代から続く伝統の祭りや幻想的な雰囲気の花火大会が開催されるなど、栗原ならではの夏の光景
が今年も各地区に広がり、どの会場も賑わいを見せていました。

　８月６日（水）、エポカ２１を会場に「第１回市
立病院経営評価委員会」を開催しました。
　この委員会は、市立病院の経営全般について、
各分野の専門家から、評価や助言をもらい、より
良い経営を図ることを目的に、毎年開催している
ものです。
　当日は、市立３病院の経営状況や取り組み実績
を説明した後、委員から経営健全化に向け経費を
減らす取り組みや、自治体病院が地域で果たす役
割について、意見やアドバイスがありました。

　８月５日（火）から８月１０日（日）まで、栗原文
化会館を会場に「第２８回栗原市工芸展」が開催さ
れました。
　この工芸展は、市内を拠点に活動する９人の陶
芸や彫刻、レザークラフト作家などが共同で開催
したもので、当日は、約１１０点の作品が展示さ
れました。
 また、会場を訪れた人たちは、制作者に作品の
材質や制作方法などを質問しながら、それぞれの
力作に見入っていました。

　７月２６日（土）から「伊豆沼・内沼はすまつり」
が開催されました。この祭りは、栗原の夏の風物
詩として全国的に知られ、例年多くの観光客が訪
れます。
　今年は、３年前の大雨の影響でハスがほぼ全滅
した状態から見事に復活し、多くのハスの花が見
頃を迎えました。
　市内２カ所の乗船場のうち、伊豆沼の若柳会場
では、早朝から遊覧船がハスの間をゆっくりと進
み、観光客がハスの大輪を間近で楽しみました。

①江戸時代から続く、くりこま山車まつり
②早食い競争が笑いを誘った、第６８回泉のふるさと “たかしみず”夏まつり
③迫力ある薬師太鼓がつきだて七夕まつりを盛り上げる
④しづはた姫コンテスト（中央が今年のミスしづはた姫）
⑤すずめ踊りが祭りに花を添えた、うぐいすの里夏まつり
⑥切れのあるダンスが祭りを活気づけた、２０２５水車まつり
⑦瀬峰地区の区長会によるダンスが披露された、２０２５せみね夏祭り
⑧大型灯ろうに願いを込めた、一迫地区の第３０回灯ろう祭
⑨盆踊りで心が１つになった、はなやま夏まつり
⑩⑪幻想的な雰囲気に包まれた、若柳夏まつり花火大会

イ  ン

①

③

⑥

④

⑦

⑩

⑪

⑧

⑤

⑨

②

専門家などが病院経営を評価 力作が工芸ファンを魅了

ものづくりを親子で学ぶ

市内各地で夏祭り開催

伊豆沼・内沼のハス復活
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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　８月９日（土）、若柳公民館の図書室で、若柳図書
ボランティア「ぽっかぽか」のおはなし会が開催され
ました。
　このおはなし会は、小学生までの子どもを対象に、
若柳図書ボランティア「ぽっかぽか」が毎月１回開催
しているものです。メンバーは、声のトーンや表情
を内容に合わせて巧みに変えながら、絵本の読み聞

かせや紙芝居、
手遊びなどを披
露。参加した親
子は一緒に笑っ
た り 驚 い た り
と、表現豊かな
おはなし会を楽
しみました。

　７月２０日（日）、栗原文化会館を会場に「第３回
くりはら神楽まつり」が開催されました。
　この催しは、宮城県北・岩手県南を中心に伝わる
郷土芸能「南部神楽」の保存・伝承を図るため開催さ
れたもので「栗原市神楽保存伝承協議会」が主催しま
した。
　当日は、神に奉納する式舞と、物語を題材とした

劇 舞 が 披 露 さ
れ、来場した約
４００人は、長
く受け継がれて
きた舞を心ゆく
まで楽しみ、豊
かなひとときを
過ごしました。

　８月９日（土）、栗駒山麓ジオパークビジターセン
ターで「杜のコケリウムコンテスト２０２５ｉｎ栗
原＆ワークショップ」が開催されました。
　この催しは、苔ファンの輪を広げようと開催され
たもので、コケリウムとは、苔や小物を使ってガラ
ス容器の中に自然を再現するインテリア作品です。
当日は、市内外から１２人が参加し、小石や貝殻、マ

スコットなどを
使ってコケリウ
ムを制作しまし
た。参 加 者 は、
配置を吟味しな
がら作品を完成
させ、苔の魅力
に触れました。

　７月３０日（水）、高清水総合支所で「瀬峰・高清水
リフレッシュカレッジ第２回学習会」を開催しました。
　この事業は、講座や体験などを通じて仲間と交流
し、生き生きと生活してもらうことを目的に瀬峰・
高清水教育センターが主催したもので、同地区に居
住する人を対象にしています。当日は、明治安田
生命仙台支社から講師を招き、血管と健康の関わり

を学びました。
参加した１８人
は 、 講 話 や 運
動、血管年齢の
測定を通じ、自
分自身の健康を
見つめ直してい
ました。

　７月１９日（土）から８月３１日（日）にかけて、鶯
沢地区の細倉マインパーク観光坑道内で「細倉マイ
ンパークカンテラまつり」を開催しました。
　この催しは、鶯沢地区の児童たちが制作したカン
テラを観光坑道内に展示するもので、夏の目玉イベ
ントの１つです。
　会場には、市内をはじめ県外からも多くの人が訪

れ、観光坑道内
を幻想的に照ら
すカンテラの柔
らかな光と、工
夫を凝らしたデ
ザインにじっく
りと見入ってい
ました。

　９月５日（金）から１０日（水）にかけて、青森
県立三沢高等学校グラウンドなどで開催される

「２０２５年度（男子第６７回・女子第４７回）全
日本社会人ホッケー選手権大会」に、市内選手で
構成する宮城クラブが出場します。
　昨年に引き続き、本大会の出場切符をつかみ
取った選手たち。出場に当たり「応援、支援して
くださる全ての皆さまに感謝し、全国の舞台で、
栗原の子どもたちに夢と希望を与えられるような
試合をしたい」と意気込みを語りました。

〔左から〕小野寺さん、鈴木さん 

　９月２０日（土）から２３日（火）にかけて、愛媛
県松山市の愛媛県総合運動公園体育館などを会場
に開催される「日本スポーツマスターズ２０２５
愛媛大会」のバレーボール男子９人制に、小野寺
世洋さん（志波姫南）と鈴木達也さん（築館留場北）
が出場します。
　２人は、バレーボールクラブチーム「古川クラ
ブ」に所属しており、同チームはマスターズの出
場常連でもあります。大会本番に向け、練習に一
層熱が入っています。

　稲作や畜産など、農業
に励んだ佐藤さん。通所
するデイサービスの行事
を楽しみながら、毎日元
気に過ごしています。

佐藤 美壽子 さん（一迫大崩）
さ  とう    み    す   こ

　教員を退職後、姉が作
るリンゴの配達を手伝っ
ていた阿部さん。長寿の
秘訣は、おいしい食事と
リンゴを食べることです。

阿部 明子 さん（栗駒猿飛来上）
あ   べ    めい  こ

　結婚を機に、瀬峰地区
に移住した郷内さん。３
人の子育てと農業に精を
出しました。楽しみは、友
人とのおしゃべりです。

郷内 幸子 さん（瀬峰野沢）
ごう ない   さち   こ

　大正、昭和、平成、令和。
激動の４つの時代を駆
け抜け、思いを紡いで
１世紀。
　１００歳の誕生日を
迎えた３人を紹介します。

ひ   けつ

                                                                                                                                                       お     の   でら

とし  ひろ                                                                 すず   き   たつ   や

　３７年にわたり奉職
し、子どもたちと一緒に
頑張ってまいりました。
　同僚や保護者の皆さ
んなど、長年お世話に
なった皆さんに感謝申
し上げます。

瑞宝双光章
（教育功労）

元志波姫町立志波姫小学校長
津軽 德聰 さん

（一迫新町）

つ  がる    のり さと

　身に余る光栄です。こ
の度の受章は、行政の
協力、そして何よりも
家族の支えがあったか
らこそと感じています。
　ありがとうございま
した。

瑞宝単光章
（消防功労）

元一迫町消防団分団長
桑折 茂志 さん
（一迫大川口上）

こ   おり    しげ   し

　国や公共に対し功労があり、８８歳に達した
２人に勲章が授与されました。

イ  ン

　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。

MACHI no
WADAI

まちの話題
ズームアップ

親子で楽しむおはなし会

伝統文化を未来につなぐ

苔の魅力に触れる

仲間と共に学ぶ健康 カンテラが観光坑道を照らす

マスターズ２０２５出場 社会人ホッケーの頂点目指す

長寿１００歳
おめでとう
ございます

高齢者叙勲



みんなの健康

広報くりはら　令和７年９月１日　　１０１１　　広報くりはら　令和７年９月１日

みんなの健康

栗原市の市外局番　0228

月日 医　　　科 歯　　科 調剤薬局

認知症予防と早期の対応７月の３歳児健診で、むし歯のなかった子どもたちを紹介します。

※了解を得た人のみ掲載しています。

●診察時間  午前９時～午後５時　　●受診方法  電話で症状を伝え受診　　●持ち物  マイナ保険証など
※当番医の診察時間に、２次救急医療施設の栗原中央病院を直接受診することは、控えましょう。
※休日当番医は、変更になる場合があります。最新の情報は市ウェブサイトで確認してください。

休日急患診療当番医・調剤薬局 市民生活部健康推進課 ☎（２２）０３７０問

予防のカギは「生活習慣改善」
高齢化が進むにつれ、認知症

になる人が増加しています。認

知症の予防には生活習慣の改善

が重要で、発症リスクをより減

らすためには、４０歳代から積

極的に取り組むことが大切です。

生活習慣改善のポイント
生活習慣の改善には、次のよ

うな取り組みが効果的です。始

めやすいことから、実践してみ

ましょう。

□高血圧や糖尿病を予防・治療

する

□減塩や栄養バランスを意識した

食事を心掛ける

□酒、たばこをやめる

□ストレスをためない生活を送る

□閉じこもりや、うつに気をつけ、

孤独にならないようにする

□複数の作業や、複雑な作業を

行い、脳を活性化させる（電話

をしながらメモを取る、料理、

楽器演奏、運動など）

認知症が心配な人は
自分自身や家族が「もしかした

ら認知症かも」と思ったときは、

早めの対応により、症状の進行

を緩やかにしたり、遅らせるこ

とができます。

市の認知症初期集中支援チー

ムは、医師や保健師、看護師、

福祉専門職が、認知症初期段階

の人へ訪問や支援を行います。

最寄りの地域包括支援センター

に、気軽に相談してください。

―

―

―

―

9/7
（　）日

14
（　）日

敬老の日

15
（　）月

21
（　）日

秋分の日

23
（　）火

28
（　）日

石橋病院
［若柳］☎（32）2583

佐藤外科医院
［築館］☎（22）2661

栗原市立若柳病院
［若柳］☎（32）2335

たまがけ医院
［一迫］☎（52）5115

日野クリニック
［志波姫］☎（23）7100

阿部内科医院
［若柳］☎（32）6929

一迫内科クリニック
［一迫］☎（52）2122

栗原市立栗駒病院
［栗駒］☎（45）2211

栗原市立鶯沢診療所
［鶯沢］☎（55）3511

沢辺中央医院
［金成］☎（42）1171

栗原市立花山診療所
［花山］☎（56）2013

岩渕医院
［栗駒］☎（45）2155

あつみ歯科
［築館］☎（23）6055

庵原歯科医院
［若柳］☎（32）2588

恵薬局
［若柳］☎（32）6375

東町調剤薬局
［築館］☎（21）0012

サデン調剤薬局
［若柳］☎（35）1178

ひまわり薬局
［一迫］☎（57）6035

志波姫調剤薬局
［志波姫］☎（23）3022

阿部内科医院（院内）
［若柳］☎（32）6929

一迫内科クリニック（院内）
［一迫］☎（52）2122

サタケ調剤薬局
［栗駒］☎（45）5598

さくら薬局 鶯沢店
［鶯沢］☎（55）2566

オリーブ調剤薬局
［金成］☎（24）7480

栗原市立花山診療所（院内）
［花山］☎（56）2013

上小路一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）1255

（　　　）築　館
氏家 黎大くん
 うじ いえ れい た

（　　　）築　館
白鳥 愛実ちゃん
 しら とり あ み

（　　　）築　館
髙橋 いろはちゃん
 たか はし

（　　　）若　柳
石川 琉碧くん
 いし かわ る あ

（　　　）若　柳
鈴木 魁斗くん
 すず き かい と

（　　　）栗　駒
菅原 由菜ちゃん
 すが わら ゆ な

（　　　）一　迫
狩野 紗奈ちゃん
 かり の さ な

（　　　）一　迫
菅原 葵くん
 すが わら あおい

（　　　）一　迫
千葉 あんりちゃん
 ち ば

（　　　）瀬　峰
川﨑 瑠星くん
 かわ さき りゅう せい

（　　　）志波姫
小岩 凛花ちゃん
 こ いわ りん か
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KOSODATE no WA学びのひろば MANABI no HIROBA

❶

❷

❸

❹

❺献立作成者
食生活改善推進員 高清水分会  岩渕 明美

　食生活改善推進員とは「私達の健康は私達の手で」をスローガ
ンに、食を通した健康づくり活動を地域へ普及するボランティ
ア団体です。
　栗駒分会では昨年１２月、栗駒地区町田の６５歳以上の市民
１６人を対象に、高齢期のフレイル予防講話と調理実習を行い
ました。「低栄養・ロコモ・認知症の予防」では、バランスのと
れた食事、運動、社会参加の大切さを伝えました。また、季節
の野菜やキノコ、果物などを使った料理をみんなで和気あいあ
いと作って食べました。
　最後は、健康に関する知識や情報を普及・啓発する「ヘルス
サポーター」の登録証を参加者に渡しました。これからも、健
康づくりや食育推進のお手伝いをしていきたいです。

栗原市食生活改善推進員協議会栗駒分会　髙橋 敦子

※1人当たりの栄養価 ： 279kcal、たんぱく質18.2ｇ、塩分0.9ｇ

フレイル予防で健康維持

９月

たか はし    あつ   こ

サツマイモと鶏ムネ肉の甘酢炒め

サツマイモは皮付きのまま厚さ１
センチメートルの輪切りにし、水
にさらして水気を切り、６００ワッ
トの電子レンジで４分加熱する。
サヤインゲンは４センチメートル
長さに切り、６００ワットの電子
レンジで２分加熱する。
鶏ムネ肉は一口大のそぎ切りに
し、ポリ袋に入れＡを加え、よく
もみ込む。
フライパンにゴマ油を中火で熱し、
③を焼く。焼き色がついたら裏返
し、①を加えてさらに炒める。
②とＢを加え、全体に絡んだら器
に盛り付ける。

つくり方材料（４人分）
サツマイモ 300g
サヤインゲン 100g
鶏ムネ肉 300g
ゴマ油 大さじ1
　　減塩しょうゆ
 小さじ1
　　片栗粉  大さじ1
　　減塩しょうゆ
 大さじ2
　　酢 大さじ2
　　みりん 大さじ1
　　砂糖 大さじ1いわ  ぶち    あけ   み

支援センターからの連絡帳
　次の行事に参加を希望する場合は、支援センターに電話で予約してください。
●りんご狩り
　若　柳　　１０月１５日（水）　　午前１０時３０分　　　
　　　　　　　３０日（火）　　　氏家りんご園　　　１０月１６日（木）　　　１家族５００円
　　　　　　※現地集合、現地解散

おはなし会

　７月１５日（火）、野菜スタンプをして遊びまし
た。野菜に触れたり、断面を見たりした後、Ｔ
シャツの形の色紙にスタンプを押しました。
　子どもたちは、きれいな模様ができると目を輝
かせて喜び、満足するまでスタンプを押して、色
とりどりの作品を完成させていました。

つくってあそぼう
栗駒子育て支援センター

　築館子育て支援センターでは、奇数
月の第３木曜日に、市立図書館の司書
から絵本の読み聞かせや紹介をしても
らっています。
　今月は、２５日（木）に開催します。
ぜひ、遊びに来てください。

●おはなし会
　築　館　２５日（木）　午前１０時３０分
●親子体操
　若　柳　　９日（火）　午前１０時３０分
●８月と９月生まれの誕生会
　栗　駒　１０日（水）　午前１０時３０分　
　高清水　１１日（木）　午前１１時　　９日（火）
　瀬　峰　１７日（水）　午前１１時　　１２日（金）
●プラレールで遊ぼう
　一　迫　　４日（木）　午前１０時３０分
●運動会ごっこ
　鶯　沢　２４日（水）　午前１０時
●りんご狩り
　金　成　３０日（火）　午前９時４５分　
　　２２日（月）　　鈴木りんご園　　中止　　親子１組５００円
●親子でヨガを楽しもう
　志波姫　　９日（火）　午前１０時３０分　　８日（月）

場

申

申

申

申

ア ル バ ム
思い出の

　高清水小学校の校舎は、町を一望できる円形の音楽堂や屋上
のプールなど、特色ある造りをしています。それはまるで、地
域に浮かぶ船のようです。地域や人とのつながりを大切にし、
学校と地域が一体となって子どもたちの成長を支えています。
　今年の運動会でも、地域の皆さんの協力によって設置された
１００匹ほどのこいのぼりの下、先輩から引き継いできた「高
小ソーラン」を披露しました。
　今年度は、縦割り遊びの回数を増やして異学年交流を促進
し、担任と子どもたちが休み時間に外で遊ぶ機会も増やしてい
ます。また「チーム担任制」として１つの学級の児童を複数の教
員で指導する取り組みを始めました。学校、家庭、そして地域
と共に、心に響く教育を目指しています。

学校は地域に浮かぶ船

Ａ

Ｂ

雨 料

申 雨 料

料金料
雨天延期、中止雨

記号の説明 申込期限申 場 場所

場

子育て支援センター
市内にお住まいの人なら、どの支援センターでも
利用できます。
妊婦さんや里帰りの人も気軽に遊びに来てください。

【利用時間】月～金曜日　午前９時～午後５時
●築　館 ☎（２２）９７５２
●若　柳 ☎（３２）３２４３
●栗　駒 ☎（４５）５５８１

【利用時間】第２・４週木曜日　午前９時３０分～１１時３０分
●花　山 ☎（５２）３９２５ ※利用日の２日前までに電話で予約が必要です。

●高清水 ☎（５８）２３５０
●一　迫 ☎（５２）３９２５
●瀬　峰 ☎（３８）２２５０

●鶯　沢 ☎（５５）３１７８
●金　成 ☎（４２）３２５１
●志波姫 ☎（２２）８６１１

掲載以外にも開催
している行事が
ありますので、
市ウェブサイトを
ご覧ください。

子育て

市ウェブサイト高清水小学校
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9 月
202５年

掲載の情報以外は、
市ウェブサイトをご覧ください。

栗原市ウェブサイト

凡　例

母子手帳交付日　　　9：00～１２：００ 市立図書館　10：30～10：50
　　　　　　14：30～15：00
若柳公民館　10：00～11：00
栗駒図書室　10：00～10：30

おはなし会　☎（21）1403イオンスーパーセンター栗原志波姫店
　　　　　　　　　　 15：00～15：40
志波姫小学校前駐車場 16：00～16：30
花山小学校　　　　　 10：15～10：45

若柳総合支所 　14：00～14：30
瀬峰総合支所　 14：00～14：30
鶯沢小学校　　 13：35～14：25
鶯沢総合支所　 14：35～14：55
高清水総合支所 15：00～15：30

移動図書館車
「ブッくる号」
☎（21）1403
※悪天候中止

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先各種相談
開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先その他のセミナー

１ 日（月）

２ 日（火）

３ 日（水）

４ 日（木）

５ 日（金）

６ 日（土）

７ 日（日）

８ 日（月）

９ 日（火）

１０ 日（水）

１１ 日（木）

１２ 日（金）

１３ 日（土）

14日（日）

15 日（月）

16 日（火）

17 日（水）

18 日（木）

19 日（金）

20 日（土）

21 日（日）

22 日（月）

23 日（火）

24 日（水）

25 日（木）

26 日（金）

27 日（土）

28 日（日）

29 日（月）

30 日（火）

栗原市メンタルヘルス相談 12日（金） 各保健推進室14：30～17：00市役所 19日（金）

臨床心理士によるひきこもり専門相談 8日（月） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：30～16：40大崎保健所栗原支所 11日（木）

人権相談 仙台法務局古川支局
0229（22）051010：00～15：00

築館総合支所 9日（火）、 24日（水）
一迫総合支所 18日（木）

各保健推進室9：30～11：30すくすく育児相談 19日（金）築館保健センター
各保健推進室10：00～16：00のびのび子育て相談 26日（金） 19日（金）市役所

29日（月） こども家庭センター
（24）881114：00～16：30くりっ子ドクター子育て相談室 30日（火）栗原中央病院

傾聴サロン秋桜 健康推進課
（22）03709：30～11：30市民活動支援センター 10日（水）、 27日（土）

こす もす

オレンジカフェ　若柳しもまち 10：00～12：00 若柳下町コミュニティセンター オレンジカフェ　若柳しもまち
090（7069）5507

オレンジカフェ　あっぷる 10：00～12：00 ウジエスーパー若柳店 オレンジカフェ　あっぷる
080（9691）4665

オレンジカフェ　ひよっこ 10：00～12：00 オレンジカフェ　ひよっこ〔金成〕 オレンジカフェ　ひよっこ
（44）2046

田んぼダム巡回パネル展示 8：30～17：15
12日（金）まで 金成総合支所 農村整備課

（22）1138

田んぼダム巡回パネル展示 8：30～17：15
26日（金）まで 若柳総合支所 農村整備課

（22）1138

田んぼダム巡回パネル展示 8：30～17：15
１０月10日（金）まで 志波姫総合支所 農村整備課

（22）1138

マチカリ 11：00～15：00 熊徳倉庫
（築館幼稚園・保育所前）

築館商店会
090（2989）8179

つきだて朝市 6：00～8：30 市役所前 築館朝市運営委員会
090（2271）9392

アサノタケフミ・根本みつる
ロビーライブ 14：00～ 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234
東北職業能力開発大学校
オープンキャンパス 10：00～ 東北職業能力開発大学校 東北職業能力開発大学校

（22）6614

令和７年度栗原市戦没者追悼式 10：00～12：00 栗原文化会館 社会福祉課
（22）1340

みんなでしあわせになるまつり2025 9：00～15：00 六日町通り商店街 みんなでしあわせになるまつり
実行委員会事務局 （45）2191

オレンジカフェ　マロンかふぇ 10：00～12：00 オレンジカフェ　マロンかふぇ
（24）9707リハカフェ ALAISE〔若柳〕

ア レ ー ズ

オレンジカフェ「こっから」 10：00～12：00 オレンジカフェ「こっから」
（24）8512和だんす〔鶯沢〕

オレンジカフェ　語りすと 10：00～12：00 オレンジカフェ　語りすと
cafe.catalyst.customer@gmail.comカフェ　カタリスト〔築館〕

オレンジカフェ「つづらふじ」 10：00～12：00 オレンジカフェ「つづらふじ」
090（8788）3059池坊いけ花教室〔一迫〕

若柳総合体育館 前日正午 若柳総合体育館 （32）3313
19：00～20：0010日（水）、 24日（水）

前日11：00～12：006日（土）、 20日（土）

トレーニングルーム利用講習会 当日正午19：30～20：30毎週木曜日

11：00～12：0017日（水）

前日 栗駒総合体育館 （45）588513：00～14：00栗駒総合体育館 毎週日曜日

やさしいヨガ教室 前日 栗駒総合体育館 （45）5885栗駒総合体育館
19：00～20：00毎週水曜日

10：30～11：30毎週土曜日（６日除く）

前日 栗駒総合体育館 （45）588514：00～14：45かんたん筋トレストレッチ教室 毎週金曜日栗駒総合体育館

10：00～15：00
毎週土・日曜日観光インフォメーションガイド案内 くりこま高原駅 栗駒山麓ジオパーク推進協議会

（24）8836
10：00～16：00
15日まで萩野文化祭 萩野公民館 萩野地区コミュニティ推進協議会

金森　080（5558）7582

骨髄バンク登録相談、HIV・クラミジア・
梅毒抗体検査、肝炎ウイルス検査

2日（火）
22日（月）

大崎保健所栗原支所
（22）21179：30～11：30大崎保健所栗原支所 9日（火）、 30日（火）

オレンジカフェ　六日町 10：00～12：00 オレンジカフェ　六日町
（49）1565

グループホーム
チャレンジド岩ケ崎

オレンジカフェ「アクア」 13：30～15：30 オレンジカフェ「アクア」
（24）7820

高清水保健福祉センター
（ほっと館）

オレンジカフェ　いちごの花 10：00～12：00 コミュニティカフェ　ル・リアン
〔志波姫〕

オレンジカフェ　いちごの花
090（8252）6669 オレンジカフェ『どんぐり』 10：00～12：00 オレンジカフェ『どんぐり』

080（9001）8218湖畔のみせ　旬彩〔花山〕

くりでん乗車会 10：00～16：00 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園
（24）7961 10：00～15：30レールバイク乗車会 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園

（24）7961

10：00～17：00　21日まで
（最終日は16：00まで）夢玄面友会　能面展 栗原文化会館 夢玄面友会事務局

（52）2588

くらし・しごとのお悩み出張相談会 自立相談支援センター  ひありんく栗原
（22）763113：30～15：30 一迫公民館

くりでん乗車会 10：00～16：00 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園
（24）7961

栗原市精神障がい者家族連合会
（45）463010：00～12：00心の病を持つ方の家族会 13日（土）市民活動支援センター

精神保健福祉士による依存症専門相談
（アルコール・ギャンブルなど） 5日（金） 大崎保健所栗原支所

（22）211813：00～16：20大崎保健所栗原支所 10日（水）

オレンジカフェ　すまいる 10：00～12：00 オレンジカフェ　すまいる
080（6058）0429オレンジカフェ すまいる〔瀬峰〕

つきだて朝市（彼岸の市） 6：00～8：30 市役所前 築館朝市実行委員会
090（2271）9392

がんサロン「サロンdeよらいん」 14：00～15：30 栗原中央病院 栗原中央病院
（21）5330

デ

※オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、専門職など、誰でも集える場です。

瀬峰総・高清水総

若柳・イオン・志波姫小

若柳・イオン・志波姫小

鶯沢小・鶯沢総

花山小

瀬峰総・高清水総

鶯沢総

花山小

築館

築館・若柳・栗駒

築館

築館

秋分の日

敬老の日

寄贈「絵画」の展示 9：00～16：00
11月30日まで 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234
白鳥省吾記念館企画展

「白鳥省吾と反戦詩」
9：00～16：30
令和８年３月1日まで 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館

（23）7967
しろ  とり  せい　ご
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市からのお知らせ 栗原市ウェブサイト　     https://www.kuriharacity.jp/ＵＲＬ 栗原市の市外局番　0228記号の説明　　この記号がついて　いる様式などは、市ウェブサイトからダウンロードできます。

議会中継

市ウェブサイト

自殺予防週間
※ブッくる号、おはなし会の日程は、市内の情報カレンダーをご覧ください。

イイじゃん、イワコウ！
　岩ヶ崎高等学校は、昭和１６年４月に岩ヶ崎実科高等女
学校として創立されました。昭和２６年には男女共学の
岩ヶ崎高等学校となり、今年で創立８４周年を迎えました。
　本校は建学の精神「尚志育英」の下、落ち着いた雰囲気の
中で学習や探究に励み、さらには行事などを通じて多角的
な視点を養い、人間力を高めています。新しい取り組みも
積極的に行っており、今年度から生徒や地域の声を反映し
た新しい制服を導入しました。この他、令和８年度から
は、普通科２クラスの編成とし、１年次は共通の科目を、
２年次からは進路に応じた科目を選択して学べるようにな
ります。
　また、生徒会行事では、生徒自ら工夫を凝らして最高の
思い出を作り上げています。１０月１７日（金）には、地域
や同窓会、保護者の応援を受けながら学校周辺を歩く伝統
行事「健康強歩大会」を開催します。これからも地域の皆さ
んと共に「イイじゃん、イワコウ！」の輪を広げていきます。

岩ヶ崎高等学校

▲白熱した球技大会

▲令和７年度ＰＲポスター

岩ヶ崎高等学校
ウェブサイト

もしも料理店
田丸 雅智 著　小学館

　路地裏に佇む小さなレストラン、通称
「もしも料理店」。意外な食材をおいしい
料理にしてしまう、メニューのない、
ちょっと不思議な料理店を舞台にした、
ショートショート１１編を収録。レシピ
も掲載。

た   まる     まさ  とも

ぼくのいえ
鈴木 のりたけ 作・絵　ＰＨＰ研究所
　坂の上から住んでいる町を見下ろす
と、同じような家ばかり。「もうちょっ
と変な家があってもいいんじゃない？」
と思った男の子は、砂の家や丸い家、滑
り台の家などを想像して…。絵さがしも
楽しめるゆかいな絵本。

●今年もやります！ブックラリー
　ブックラリーは、年代別に異なるお
薦め本２０冊を読むスタンプラリーで
す。
　スタンプ１０個目、２０個目で記念
品をプレゼントします。
期間　令和８年３月３１日（火）まで 
区分　幼児、小学校低学年、小学校中学年、

小学校高学年、中学生以上
※区分ごとにお薦め本が異なります。
※公民館図書室（若柳・栗駒・一迫・金成）に返却

してもスタンプや記念品がもらえます。

令
和
７
年
第
７
回

栗
原
市
議
会
定
例
会

●
日
程
・
内
容

□
９
月
９
日（
火
）本
会
議
　
会

期
の
決
定
、
議
案
の
提
案
理

由
説
明
な
ど

□
17
日（
水
）〜
19
日（
金
）本
会

　
議
　
一
般
質
問（
個
人
質
問
）

□
22
日（
月
）本
会
議
　
一
般
質

問（
個
人
質
問
）、
議
案
の
総

括
質
疑
な
ど

□
24
日（
水
）各
常
任
委
員
会
・

予
算
特
別
委
員
会
　
付
託
議

案
審
査

□
25
日（
木
）本
会
議
　
各
常
任

委
員
会
・
予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決
な
ど

□
26
日（
金
）〜
10
月
１
日（
水
）

　
決
算
特
別
委
員
会
　
令
和
6

年
度
決
算
議
案
の
審
査

□
10
月
２
日（
木
）本
会
議
　
決

算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
な
ど

※

一
般
質
問
や
議
案
の
件
数
に
よ
っ
て
、

会
期
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
開
会
時
間
　
午
前
10
時
〜

※

９
月
25
日（
木
）は
、
午
後
１
時
30
分

開
会

●
場
所
　
市
役
所
４
階
　
議
場

●
傍
聴
　
席
数
25
席

※

車
い
す
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

●
請
願
・
陳
情
の
提
出
　
本
定
例

会
で
審
査
す
る
請
願
ま
た
は
、

紹
介
す
る
陳
情
は
、
９
月
19
日

　（
金
）正
午
ま
で
に
議
会
事
務
局

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
中
継
の
視
聴
方
法

　
議
会
の
本
会
議
中
継
は
、
本
庁

舎
お
よ
び
各
総
合
支
所
の
テ
レ
ビ

の
他
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
議

会
情
報
か
ら
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
議
会
事
務
局
☎（
22
）１
１
７
０

秋
の
農
作
業
安
全
確
認

運
動
期
間

　
11
月
30
日（
日
）ま
で
、
秋
の
農

作
業
安
全
確
認
運
動
期
間
で
す
。

　
農
作
業
を
安
全
に
行
い
、
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
作
業

を
心
掛
け
、
農
作
業
事
故
を
無
く

し
ま
し
ょ
う
。

●
農
作
業
安
全
の
実
践
・
確
認
項
目

□
休
憩
の
取
れ
る
無
理
の
な
い

作
業

□
農
作
業
や
機
械
作
業
に
適
し

た
服
装

□
点
検
・
整
備
は
、
必
ず
エ
ン

ジ
ン
停
止

□
油
断
せ
ず
後
方
確
認
、
足
元

注
意

□
慎
重
な
ほ
場
へ
の
出
入
り
、

慎
重
な
あ
ぜ
越
え

□
農
道
の
走
行
時
は
、
路
肩
の

状
況
を
確
認

□
道
路
走
行
に
備
え
、
反
射
板

を
装
着

●
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
対
策

□
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
際

は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
必
ず
着
用
す
る

□
安
全
フ
レ
ー
ム
の
付
い
て
い

る
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
安
全
フ

レ
ー
ム
を
立
て
て
作
業
す
る

□
ほ
場
周
辺
の
危
険
箇
所
を
事

前
に
確
認
し
、
走
行
時
は
減

速
や
迂
回
す
る

　
農
林
振
興
部
農
政
園
芸
課

☎（
22
）１
１
３
５

秋
の
交
通
安
全
県
民

総
ぐ
る
み
運
動

　
９
月
21
日（
日
）か
ら
30
日（
火
）

ま
で
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
30
日（
火
）は「
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で

す
。
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を

身
に
着
け
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

無
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

□
安
全
な
横
断
方
法
の
実
践
と

反
射
材
用
品
等
の
着
用
推
進

□
な
が
ら
ス
マ
ホ
・
飲
酒
運
転

の
根
絶
と
夕
暮
れ
時
の
早
め

の
ラ
イ
ト
点
灯

□
自
転
車
等
の
交
通
ル
ー
ル
の

理
解
・
遵
守
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
促
進

●
運
動
の
重
点

□
歩
行
者
の
安
全
な
道
路
横
断

方
法
等
の
実
践
と
反
射
材
用

品
や
明
る
い
目
立
つ
色
の
衣

服
等
の
着
用
促
進

□
な
が
ら
ス
マ
ホ
や
飲
酒
運
転

等
の
根
絶
と
夕
暮
れ
時
の
早

　
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー

　
ム
の
活
用
促
進

□
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機

付
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の

理
解
・
遵
守
の
徹
底
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
促
進

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

９
月
 10
日
か
ら
 16
日
は

自
殺
予
防
週
間

各
種
相
談
窓
口

　
心
や
体
の
不
調
、
生
活
や
お
金

の
こ
と
、
子
育
て
、
仕
事
、
介
護

の
悩
み
な
ど
相
談
で
き
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え

込
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

　
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
精
神

科
専
門
医
に
よ
る「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
相
談
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。
不
安
が
続
く
、

気
分
が
沈
む
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
い

な
ど
、
心
に
不
調
を
感
じ
て
い
る

と
き
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
19
日（
金
）

　
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

●
場
所
　
市
役
所

●
申
し
込
み
　
９
月
12
日（
金
）ま

で
、
各
地
区
の
保
健
推
進
室
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
今
後
の
相
談
日
は
、
広
報
く
り
は
ら

の
市
内
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

の
各
種
相
談
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

　
各
保
健
推
進
室

すず    き

う   

か
い

図書館

市ウェブサイト

図書館

Facebook

市立図書館☎（２１）１４０３
【開館時間】
●火～金曜日：午前１０時～午後６時
●土・日曜日：午前　９時～午後５時

【休館日】
●毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の

場合、その翌日も休館）

お す す め今月の 本

　図書館１階にある情報交換プラザは、個
人やグループの作品展示スペースとして、
無料で利用できます。作品の展示を希望す
る人は、図書館まで問い合わせください。

情報交換プラザ展示

お知らせ
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今
年
も
市
内
各
地
で
夏
を
彩

る
祭
り
が
盛
況
に
開
催
さ
れ
、

私
も
地
域
な
ら
で
は
の
催
し
や
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
楽

し
み
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
７
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
栗
駒
地
区
で
行
わ
れ

た
、
く
り
こ
ま
山
車
ま
つ
り
で

は
、
数
カ
月
か
け
て
制
作
さ
れ

た
圧
巻
の
山
車
の
数
々
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
と
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
の
重

み
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
山
車

を
作
り
上
げ
る
大
人
た
ち
と
、

お
囃
子
を
担
う
子
ど
も
た
ち
。

世
代
を
超
え
て
一
丸
と
な
っ
て

築
き
上
げ
る
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
人
々
に
愛
さ
れ
、
感
動
と
笑

顔
が
生
ま
れ
る
祭
り
に
な
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
盆
の
時
期
に
は
、

市
内
各
地
で
花
火
大
会
が
開
催

さ
れ
、
祖
霊
を
供
養
す
る
美
し

い
花
火
が
夜
空
を
飾
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
に
伴
う
担
い
手
不
足

や
、
全
国
的
な
物
価
高
騰
、
さ

ら
に
は
猛
暑
に
伴
う
暑
さ
対
策

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
想

定
さ
れ
る
中
で
、
催
し
の
実
現

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
市
が
誕
生
し
て
20
周
年
と
な

る
こ
の
夏
、
祭
り
を
通
し
て
、

形
を
変
え
な
が
ら
も
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
地
域
の
行
事

や
、
伝
統
を
大
切
に
守
り
続
け

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
こ

そ
が
栗
原
の
大
き
な
魅
力
で
あ

り
、
財
産
で
あ
る
と
改
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

伝
統
が
と
も
る
夏

９
月
は
廃
棄
物
不
法

投
棄
防
止
強
化
月
間

　
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は
、
私
た

ち
の
生
活
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る

犯
罪
と
し
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
違
反
し
た
場
合
、
５
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
、
１
千
万
円（
法
人

は
３
億
円
）以
下
の
罰
金
な
ど
の

厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　
美
し
い
栗
原
の
環
境
を
子
ど
も

た
ち
に
残
す
た
め
、
不
法
投
棄
を

「
し
な
い
」、「
さ
せ
な
い
」、「
許
さ
な

い
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法

投
棄
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
家
屋

を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　
家
屋
の
全
部
ま
た
は
、
一
部
を

取
り
壊
し
た
場
合
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。
必
ず
取
り
壊
し
た
年

の
年
末
ま
で
に
、
税
務
課
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
の
家
屋
滅
失
届
書
　
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
届
け
出
が
な
い
場
合
、
翌
年
度

も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

看
板
な
ど
の
設
置
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
県
内
で
は
、
宮
城
県
屋
外
広
告

物
条
例
に
基
づ
き
、
屋
外
広
告
物

を
表
示
で
き
る
場
所
や
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
表
示
す
る
際
は
、
原
則
、
許
可

が
必
要
で
す
。
屋
外
広
告
物
の
表

示
ル
ー
ル
を
守
り
、
景
観
の
整
っ

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

　
許
可
条
件
、
申
請
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
屋
外
広
告
物
と
は

□
店
や
会
社
な
ど
の
壁
面
に
掲

示
す
る
文
字
や
絵

□
道
端
な
ど
に
設
置
す
る
案
内

看
板
や
宣
伝
の
貼
り
紙

□
立
て
看
板
や
電
光
掲
示
板

□
そ
の
他
、
建
物
の
外
に
継
続

し
て
表
示
す
る
も
の

※

事
業
所
や
自
己
敷
地
内
に
表
示
す
る
も

の
も
含
む

　
建
設
部
建
設
課☎（

22
）１
１
５
２

子
育
て
応
援
、
母
子
・
父
子

家
庭
、
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
受
給
者
証
の
更
新

　
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
受
給
資
格
が
認
め
ら
れ
る
人

は
自
動
更
新
と
な
り
、
９
月
中
旬

以
降
に
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
母
子
・
父
子
家
庭
医

療
費
と
心
身
障
害
者
医
療
費
に
つ

い
て
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
非
該

当
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
未
申
告
な
ど
、
所
得
の
確
認
が

で
き
な
い
場
合
は
、
所
得
申
告
後

の
交
付
と
な
り
ま
す
。 

　

　
市
民
生
活
部
子
育
て
支
援
課

☎（
22
）２
３
６
０

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

　　　　　　　　　　　　☎（
22
）１
３
４
０

特
別
障
害
者
手
当
な
ど

の
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
現
在
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
が

提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
８
月
分
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
花
山
地
区
本
沢
温
湯
に
あ
る
寒

湯
番
所
は
、
近
世
に
仙
台
藩
と
秋

田
藩
の
境
に
設
け
ら
れ
た
仙
台
藩

の
関
所
で
す
。

　
宝
暦
11
年（
1
7
6
1
年
）の「
奥

州
仙
台
領
遠
見
記
」に
よ
れ
ば
、

仙
台
藩
領
内
に
は
他
藩
と
の
境
に

設
け
ら
れ
た
境
目
番
所
と
称
す
る

関
所
が
27
カ
所
あ
っ
た
と
さ
れ
て

お
り
、
寒
湯
番
所
は
奥
羽
山
脈
方

面
12
カ
所
の
番
所
の
一
つ
で
し
た
。

当
時
、
番
所
に
は
、
役
目
を
担
う

「
御
境
目
守
」、
ま
た
は「
御
境
目
古

人
」が
勤
務
し
、
無
断
で
他
藩
に

出
入
り
す
る
者
や
、
鷹
、
馬
、
兵

具
類
、
米
、
鉄
な
ど
の
持
ち
出
し

が
禁
じ
ら
れ
た
物
資
の
取
り
締
ま

り
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
寒
湯
番
所
の
御
境
目
守
を
代
々

務
め
た
の
が
三
浦
家
で
す
。
三
浦

家
は「
御
境
目
守
」の
他
に
藩
直
轄

の
山
林
を
管
理
す
る「
御
山
守
」も

勤
め
、
こ
れ
ら
の
役
職
を
永
禄
８

年（
1
5
6
5
年
）か
ら
幕
末
ま
で

担
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
に
作
成
さ
れ
、
現
在
ま
で

残
っ
て
い
る
の
が「
花
山
村
寒
湯
番

所
御
境
目
守
三
浦
家
文
書
」で
す
。

　
こ
れ
ら
の
文
書
に
は
、
不
審
者

を
取
り
押
さ
え
る
た
め
番
所
に
備

え
ら
れ
た
道
具
や
、２
代
目
の
三
浦

四
郎
左
衛
門
が
脱
藩
し
よ
う
と
し

た
侍
２
人
を
討
ち
取
っ
て
討
ち
死

に
し
た
い
き
さ
つ
な
ど
が
記
さ
れ

て
お
り
、
御
境
目
守
の
仕
事
が
危

険
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、宝
永
２
年（
1
7
0
5
年
）

に
役
宅
を
新
築
し
た
際
の
文
書
や

御
山
に
関
す
る
文
書
も
残
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
近
世
の
栗
原
の
歴
史

や
社
会
を
読
み
解
く
た
め
の
貴
重

な
資
料
で
す
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

　
ま
た
、
新
た
に
特
別
障
害
者
手

当
や
障
害
児
福
祉
手
当
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
問
い
合
わ

せ
先
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

各
手
当
の
対
象

□
特
別
障
害
者
手
当
　
20
歳
以
上

で
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
人

□
障
害
児
福
祉
手
当
　
20
歳
未
満

で
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
人

□
経
過
的
福
祉
手
当
　
現
在
、
経

過
的
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人

共
通
事
項

●
提
出
期
限
　
９
月
11
日（
木
）

※

新
た
に
申
請
す
る
人
は
随
時
受
付

●
提
出
先
　
居
住
す
る
地
区
の
総

合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
３
４
０

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

　
市
内
企
業
な
ど
の
人
材
確
保
と

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
奨
学
金

返
済
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
令
和
５
年
４
月
１
日
以
後
に

市
内
の
企
業
な
ど
に
正
規
雇

用
さ
れ
た
人

□
市
内
に
居
住
し
、
市
内
事
業

所
に
５
年
以
上
就
業
す
る
意

思
が
あ
る
人

※

こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
奨
学
金

□
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
の
第
一
種
・
第
二
種

奨
学
金

□
技
能
者
育
成
資
金
融
資
制
度

□
栗
原
市
奨
学
資
金
　
な
ど

●
助
成
金
額
　
１
年
間
の
返
済
額

の
う
ち
、
20
万
円
を
上
限
に
助

成
し
ま
す
。

※

支
援
期
間
は
最
長
60
ヵ
月
、
支
援
総

額
１
０
０
万
円
ま
で
。

●
申
込
期
限
　
９
月
30
日（
火
）

※

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ

　
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
商
工
観
光
部
産
業
戦
略
課

☎（
22
）１
２
２
０

合
併
処
理
浄
化
槽
の

正
し
い
使
い
方

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
次
の
点

に
注
意
し
、
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
異
物
や
油
を
流
さ
な
い

　
タ
バ
コ
や
紙
お
む
つ
、テ
ィ
ッ

　
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
流
す
と
、

排
水
管
の
つ
ま
り
や
浄
化
槽
の

　
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

　
調
理
後
の
残
り
油
は
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
拭
き
取
り
、

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ば
っ
気
装
置（
ブ
ロ
ワ
）の
電
源

は
切
ら
な
い

　
　
ブ
ロ
ワ
は
、
浄
化
槽
内
に
空

気
を
送
り
、
微
生
物
の
活
動
を

補
助
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

電
源
を
切
る
と
微
生
物
が
活
動

し
な
く
な
り
、
死
ん
で
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
電
源
は
切

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
水
を
き
ち
ん
と
流
す

　
　
節
水
の
た
め
、
ト
イ
レ
の
タ

ン
ク
内
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
異
物
を
入
れ
る
と
、
水
量
不

足
に
よ
り
浄
化
槽
内
に
汚
物
が

流
れ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。
正

し
い
水
量
で
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
洗
剤
な
ど
を
使
い
す
ぎ
な
い

　
　
洗
剤
な
ど
を
大
量
に
使
用
す

る
と
、
浄
化
槽
内
の
微
生
物
が

死
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
適
正

な
量
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
上
下
水
道
部
施
設
課

☎（
42
）１
１
３
３

放
射
能
関
連
相
談

　
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
測
定
内
容
　
食
品
の
放
射
性
物

質
測
定

※
市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
林
振
興
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
３
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
さ
か
い 

め
　
ば
ん  

し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

お  

さ
か
い 

め
　  

こ

に
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
や
ま 

も
り

▲番所の道具に関する文書▲くりこま山車まつりの夜間巡行

寒
湯
番
所
関
係
古
文
書（
御
境
目
守
三
浦
家
文
書
）

241 市
内
の
文
化
財
散
策

ぬ
る
　ゆ
　ば
ん  

し
ょ  

か
ん  

け
い   

こ   

も
ん  

じ
ょ
　
　 お
　さか
い 

め
　 も
り

種
　
　
別
　
市
指
定
有
形
文
化
財

指
　定
　日
　
昭
和
32
年
７
月
25
日

所
　在
　地
　
栗
原
市

は
や  

し



各総合支所の問い合わせ先　 築館 ☎（２２）１１１１　若柳 ☎（３２）２１２１　栗駒 ☎（４５）２１１１　高清水 ☎（５８）２１１１　一迫    ☎（５２）２１１１　瀬峰 ☎（３８）２１１１　鶯沢 ☎（５５）２１１１　金成 ☎（４２）１１１１　志波姫 ☎（２５）３１１１　花山 ☎（５６）２１１１２１　　広報くりはら　令和７年９月１日 広報くりはら　令和７年９月１日　　２０

市からのお知らせ市からのお知らせ 栗原市ウェブサイト　     https://www.kuriharacity.jp/ＵＲＬ 栗原市の市外局番　0228記号の説明　　この記号がついて　いる様式などは、市ウェブサイトからダウンロードできます。

情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況

　
市
の
情
報
公
開
条
例
と
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
６
年

度
の
運
用
状
況
を
次
の
と
お
り
公

表
し
ま
す
。

●
開
示
請
求
な
ど
の
処
理
状
況

※

開
示
請
求
１
件
に
対
し
、
複
数
の
決

定
を
行
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
開
示

請
求
件
数
と
処
理
状
況
件
数
は
、
必

ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

※

１
　
開
示
請
求
に
よ
ら
ず
に
情
報
提

供
を
行
っ
た
も
の
の
う
ち
、
写
し
の

交
付
を
し
た
件
数
。

※

２
　
本
人
な
ど
か
ら
の
請
求
に
対
し
、

　
開
示
請
求
に
よ
ら
ず
に
即
日
提
供
で
き

　
る
保
有
個
人
情
報
を
提
供
し
た
件
数
。

●
審
査
請
求
の
処
理
状
況

　 　
総
務
部
総
務
課☎（

22
）１
１
２
２

宮
城
県
総
合
畜
産

共
進
会
を
開
催

　　
県
内
の
黒
毛
和
牛
な
ど
の
中
か

ら
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
め
る
大

会
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

肉
用
牛
の
部

●
日
時
　
９
月
６
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
場
所
　
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

　（
遠
田
郡
美
里
町
）

乳
用
牛
の
部

●
日
時
　
９
月
24
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
場
所
　
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

　（
遠
田
郡
美
里
町
）

肉
豚
の
部

●
日
時
　
10
月
31
日（
金
）

午
前
11
時
30
分
〜
正
午

●
場
所
　
宮
城
県
食
肉
流
通
公
社

　（
登
米
市
米
山
町
）

　
農
林
振
興
部
林
業
畜
産
課

☎（
22
）１
１
３
６

救
急
搬
送
に
マ
イ
ナ

保
険
証
を
活
用

　　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
健
康

保
険
証
と
し
て
も
利
用
が
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
保
険
証
の
機
能
を

利
用
し
て
、
傷
病
者
を
救
急
搬
送

す
る
場
合
に
病
歴
や
受
診
歴
、
薬

の
処
方
歴
な
ど
を
確
認
し
、
患
者

の
負
担
軽
減
や
効
果
的
な
搬
送
に

つ
な
げ
る
実
証
事
業
を
次
の
と
お

り
開
始
し
ま
す
。

●
期
間
　
10
月
１
日（
水
）〜
令
和

８
年
３
月
31
日（
火
）

●
対
象
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
つ

傷
病
者

※
原
則
、
傷
病
者
本
人
か
ら
実
証
事
業

へ
の
同
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
生
命
や
身
体
の
保
護
に
必
要

で
、
意
識
不
明
な
ど
の
場
合
は
、
同

意
な
し
に
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
利
用
す
る
情
報
　
傷
病
者
の
病

歴
、
病
院
の
受
診
歴
、
薬
の
処

方
歴

　
消
防
本
部
警
防
課

☎（
22
）８
５
１
０

事
前
登
録
で
妊
婦
の
救
急

搬
送
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

　
妊
娠
や
出
産
に
関
す
る
情
報
を

事
前
に
登
録
す
る
と
、
医
師
の
指

示
の
も
と
、
緊
急
時
に
産
科
医
療

機
関
な
ど
へ
よ
り
迅
速
に
搬
送
す

る
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
し
ま
す
。

●
対
象
　
事
前
に
登
録
を
し
た
次

の
人

□
市
内
に
居
住
す
る
妊
婦

□
里
帰
り
出
産
の
た
め
に
市
内

に
滞
在
し
て
い
る
妊
婦

●
登
録
方
法
　
妊
婦
事
前
登
録
者

情
報
届
出
書
　
を
最
寄
り
の
保

健
推
進
室
ま
た
は
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
利
用
条
件

□
出
産
の
兆
候
が
見
ら
れ
、
医

師
な
ど
の
指
示
で
産
科
医
療

機
関
へ
向
か
う
必
要
が
あ
る

が
、
家
族
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

が
な
く
、
産
科
医
療
機
関
な

ど
へ
移
動
手
段
が
な
い
と
き

□
出
産
前
に
体
調
が
急
変
し
、

医
師
な
ど
の
指
示
に
よ
り
、

緊
急
に
産
科
医
療
機
関
な
ど

へ
向
か
う
必
要
が
あ
る
と
き

●
利
用
方
法

□
か
か
り
つ
け
産
科
医
療
機
関

な
ど
へ
連
絡
し
、
症
状
な
ど

を
伝
え
、
医
師
な
ど
の
指
示

を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

□
１
１
９
番
通
報
す
る
と
き
は
、

氏
名
と
妊
婦
事
前
登
録
を
し

て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー

☎（
22
）２
３
６
０

田
ん
ぼ
ダ
ム
巡
回

パ
ネ
ル
展

　　
全
国
的
に
豪
雨
災
害
が
増
え
、

田
ん
ぼ
の
貯
水
機
能
に
着
目
し
た

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
能
を
紹
介
す
る
巡

回
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
程

□
９
月
12
日（
金
）ま
で
　
金
成

総
合
支
所

□
９
月
16
日（
火
）〜
26
日（
金
）

　
若
柳
総
合
支
所
　

□
９
月
29
日（
月
）〜
10
月
10
日

　（
金
）　
志
波
姫
総
合
支
所

●
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
　

　
農
林
振
興
部
農
村
整
備
課

☎（
22
）１
１
３
８

　
10
月
か
ら
、
病
気
や
け
が
、
火

災
な
ど
で
１
１
９
番
通
報
を
し
た

場
合
、
通
報
者
の
協
力
を
得
て
、

映
像
を
使
用
し
た
通
報
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム

　「
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
」は
１
１

９
番
通
報
を
し
た
場
合
、
通
報
し

た
人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
、
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
へ
現
場

の
状
況
な
ど
の
映
像
を
送
信
で
き

る
も
の
で
す
。

●
利
用
方
法

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
１
１
９

番
通
報

②
通
報
内
容
に
対
応
し
て
、
通

信
指
令
セ
ン
タ
ー
の
管
制
員

が
通
報
し
た
人
へ
現
場
の
撮

影
協
力
を
依
頼

③
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
通

報
者
の
電
話
番
号
あ
て
に
ア

ク
セ
ス
す
る
U
R
L
を
記
載

し
た
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
信

④
U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
て
通

信
を
開
始
し
、
注
意
事
項
を

確
認

⑤
撮
影
を
開
始

●
協
力
の
お
願
い

　
１
１
９
番
通
報
の
際
、
管
制

員
の
判
断
で
、
映
像
通
報
シ
ス

テ
ム
を
使
用
し
た
映
像
送
信
の

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。協
力
に
承
諾
す
る
と
通

報
者
の
電
話
番
号
あ
て
に
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
記
載
し
た
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
き
ま
す
。
注
意
事

項
を
確
認
し
て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
撮
影
を
お
願
い
し
ま
す
。

N
e
t
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　「
N
e
t
1
1
9
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
」は
、
肉
声
で
１
１
９
番

通
報
が
で
き
な
い
人
が
事
前
登
録

を
行
い
、
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

共
通
事
項

●
運
用
開
始
日
　
10
月
１
日（
水
）

●
注
意
事
項

　
通
報
時
の
通
信
料
は
、
通
報

し
た
人
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
　

映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
・
N
e
t
１
１
９

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

　 

　
消
防
本
部
警
防
課
　
☎（
22
）８
５
１
０

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
む
全

て
の
人
を
対
象
に
し
た
国
の
最
も

重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ

ま
す
。
調
査
の
回
答
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
人
材
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
者
は
、
回
答
の
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
の
回
答
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
回
答
が
手
軽
で
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
対
象

□
10
月
１
日
時
点
で
３
カ
月
以

上
居
住
し
て
い
る
人

□
３
ヵ
月
以
上
居
住
す
る
予
定

の
人

●
調
査
票
の
配
布
　
９
月
中
旬
か

ら
調
査
員
証
を
携
帯
し
た
調
査

員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査

書
類
を
配
布
し
ま
す
。

※

調
査
書
類
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や

不
足
の
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
回
答
期
限
　
10
月
８
日（
水
）

※

回
答
期
限
ま
で
に
回
答
が
な
い
場
合

は
、
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

●
回
答
方
法
　
次
の
い
ず
れ
か
に

よ
り
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
オ
ン
ラ
イ
ン

□
調
査
票
に
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
調
査
員
へ
提
出

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
を
支
援

　
市
で
は
、
次
の
日
程
で
オ
ン
ラ

イ
ン
回
答
支
援
を
す
る
サ
ポ
ー
ト

号
を
巡
回
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
程
・
場
所

□
９
月
22
日（
月
）、
26
日（
金
）

　
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
築
館
店

□
９
月
24
日（
水
）　ザ
・
ビ
ッ
グ

　
金
成
店

□
９
月
25
日（
木
）　イ
オ
ン
ス
ー

パ
ー
セ
ン
タ
ー
栗
原
志
波
姫
店

□
９
月
29
日（
月
）、
30
日（
火
）

　
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
若
柳
店

□
10
月
１
日（
水
）、
２
日（
木
）

　
ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
栗
駒
店

□
10
月
３
日（
金
）　ウ
ジ
エ
ス
ー

　
パ
ー
築
館
店

●
時
間
　
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

●
準
備
物
　
調
査
員
か
ら
配
布
さ

れ
た
書
類
一
式
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

栗原市テレビ回覧板

　ｋｈｂ東日本放送が提供するテレビのデータ放送サー
ビス「ｋｈｂテレビ回覧板」で、市政情報の発信を行ってい
ます。ぜひ、ご覧ください。
●掲載情報
　市政情報、観光情報、災害情報（避難所開設など）
●利用方法

※ボタンの配列や表記は、リモコンによって
異なります。

※栗原市のテレビ回覧板が表示されない場合
は、テレビの設定でお住まいの郵便番号が
登録されているか確認してください。

❶
❷
❸

ｄボタンを押す

テレビ画面の「栗原市のテレビ
回覧板」を選択し、決定ボタン
を押す

企画部市政情報課　☎（22）１１２６

テレビのリモコンの５チャンネ
ルを押す

全部開示
部分開示
非開示
取り下げ・不存在など
情報提供（簡易開示）
　　  合　　計

１４６
１６０

３３
１
５
０

１９９
―　

１３
４
２
０
２
９

１７
０

（単位：件）

処理状況

開示請求
行政文書 個人情報

訂正請求、是正申出、苦情相談

※1 ※2

前年度繰越
新規請求

認　容　全　部
　　　　一　部
棄却
却下
取り下げ
審査中

１
０
０
０
１
０
０
０

（単位：件）

審査請求

処理状況

令
和
７
年
国
勢
調
査
に
協
力
を

　 

　
企
画
部
市
政
情
報
課
　
☎（
22
）１
１
２
６
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対象施設名 対象施設住所 現地説明会 説明会申込期限 担　当　課

紅
葉
時
期
の
栗
駒
山
交

通
渋
滞
対
策
の
実
施

　
栗
駒
山
の
環
境
保
全
と
渋
滞
対

策
の
た
め
、
次
の
と
お
り
交
通
規

制
を
行
い
ま
す
。
規
制
期
間
中
は
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の

で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
栗
駒
山
の
環
境
保
全
の

た
め
、
協
力
金
の
呼
び
掛
け
を
行

い
ま
す
。
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
規
制
期
間
　
10
月
３
日（
金
）

午
後
５
時
〜
10
月
19
日（
日
）

午
後
５
時

●
規
制
区
間
　
い
こ
い
の
村
栗
駒

跡
地
周
辺
臨
時
駐
車
場
〜
い
わ

か
が
み
平
駐
車
場（
県
道
築
館

栗
駒
公
園
線
）

●
規
制
時
間
　
24
時
間
規
制

●
規
制
対
象
外
車
両
　
バ
ス
、
関

係
車
両
、
許
可
車
両

※

自
転
車
、
バ
イ
ク
、
自
家
用
車
、
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
通
行
を
規
制
し
ま
す
。

※

ペッ
ト
連
れ
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
指
定
駐
車
場
　
い
こ
い
の
村
栗

駒
跡
地
、
周
辺
の
臨
時
駐
車
場

●
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
時
間
　
午

前
６
時
〜
午
後
３
時

※

上
り
の
最
終
便
は
午
後
２
時
、
下
り

の
最
終
便
は
午
後
２
時
30
分

●
協
力
金

□
１
人
当
た
り
　
　
５
０
０
円

□
期
間
限
定
パ
ス
ポ
ー
ト

　
１
人
当
た
り
　
　
　
　
千
円

※

期
間
中
、
何
度
で
も
使
用
可
能

□
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
中
型
バ
ス

１
台
３
千
円

□
大
型
バ
ス
　
　
１
台
５
千
円

　
商
工
観
光
部
田
園
観
光
課

☎（
24
）7
5
5
7

若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

大
ホ
ー
ル
一
般
開
放

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル
の
大
ホ
ー

ル
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

　
ピ
ア
ノ
や
楽
器
、
声
楽
を
し
て

い
る
人
は
、
音
響
反
射
板
が
設
置

さ
れ
た
本
格
的
な
舞
台
で
、
演
奏

練
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
9
月
27
日（
土
）、
28
日

　（
日
）、
10
月
５
日（
日
）、
25
日

　（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
対
象
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま

た
は
、
在
学
し
て
い
る
人

※

中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
、
高

校
生
は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

●
利
用
時
間
　
１
枠
１
時
間
30
分

※

予
約
制

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※

ピ
ア
ノ
を
利
用
す
る
場
合
、
千
円
が

か
か
り
ま
す
。

●
使
用
ピ
ア
ノ
　ヤ
マ
ハ
コ
ン
サ
ー

ト
ピ
ア
ノ
　Ｃ
Ｆ-

Ⅲ
Ｓ

●
申
し
込
み
　
９
月
２
日（
火
）か

ら
利
用
希
望
日
の
３
日
前
ま
で

に
、
問
い
合
わ
せ
先
に
直
接
ま

た
は
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

□
受
け
付
け
後
に
事
業
な
ど
の

利
用
予
約
が
入
っ
た
場
合
は
、

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
ア
ン
プ
や
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

合
唱
団
に
よ
る
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

☎（
32
）６
６
０
０

フ
ァ
ク
ス（
32
）６
６
０
１

心
に
き
ざ
む
文
化
講
演
会

●
日
時
　
11
月
１
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜

※

午
後
１
時
開
場

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
講
師
　
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー

　
伊
達
　公
子
　氏

●
演
題
　「
い
つ
で
も
始
め
ら
れ
る

　
い
つ
で
も
変
え
ら
れ
る
」（予
定
）

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※

入
場
券
が
必
要
で
す
。９
月
17
日（
水
）

　
か
ら
各
教
育
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
栗
原

文
化
会
館
、
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

で
配
布
し
ま
す
。

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４

白
鳥
省
吾
記
念
館

無
料
開
放

　
市
戦
没
者
追
悼
式
の
開
催
に
合

わ
せ
、
当
日
は
、
企
画
展「
白
鳥

省
吾
と
反
戦
詩
」を
開
催
中
の
白

鳥
省
吾
記
念
館
の
入
館
料
を
無
料

と
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
９
月
６
日（
土
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
白
鳥
省
吾
記
念
館

☎（
23
）７
９
６
７

白
鳥
省
吾
記
念
館

名
誉
館
長
文
学
講
座

　
白
鳥
省
吾
記
念
館
で
開
催
中
の

企
画
展「
白
鳥
省
吾
と
反
戦
詩
」に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
文
学
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
９
月
20
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所
　
市
立
図
書
館

●
講
師
　
白
鳥
省
吾
記
念
館
名
誉

館
長
　
佐
藤
　
吉
一
氏

●
演
題
　「
白
鳥
省
吾
と
反
戦
詩
」

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※

受
講
者
は
、
講
座
終
了
後
に
実
施
す

る
白
鳥
省
吾
記
念
館
の
見
学
も
無
料

に
な
り
ま
す
。

●
定
員
　
16
人
　
※
先
着
順

●
申
込
開
始
　
９
月
２
日（
火
）

　
午
前
10
時
か
ら
 

●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
は
休
館
日
で
す
。

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
火

曜
日
も
休
館
と
な
り
ま
す
。

　
白
鳥
省
吾
記
念
館

☎（
23
）７
９
６
７

犬
の
し
つ
け
方
教
室
開
催

　
家
庭
犬
の
し
つ
け
方
に
つ
い
て
、

講
演
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
10
月
19
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

※

受
け
付
け
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら

●
場
所
　
築
館
体
育
セ
ン
タ
ー

●
講
師
　
警
察
犬
松
本
訓
練
所
　

松
本
　
章
氏

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
参
加
種
別

　
犬
同
伴
の
参
加

□
定
員
　
３
組

□
犬
の
条
件
　
栗
原
市
に
登
録

し
、
令
和
７
年
度
狂
犬
病
予

防
接
種
と
混
合
ワ
ク
チ
ン
接

種
済
で
、
生
後
６
カ
月
か
ら

３
歳
程
度
の
犬

□
募
集
期
限
　
９
月
12
日（
金
）

　
聴
講
の
み
の
参
加

　
□
定
員
　
30
人

※

ペ
ッ
ト
同
伴
不
可

　
□
募
集
期
限
　
９
月
30
日（
火
）

●
申
し
込
み
　
大
崎
保
健
所
獣
疫

薬
事
班

☎
0
2
2
9（
87
）８
０
０
１

※

屋
内
で
開
催
す
る
た
め
、
上
履
き
を

持
参
の
上
、
来
場
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

学
び
た
い
気
持
ち
応
援

〜
無
利
子
奨
学
金
〜

　
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難

な
学
生
や
生
徒
に
、
奨
学
資
金
を

無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

　（
後
期
課
程
）、
高
等
専
門
学

　
校
、
専
修
学
校（
高
等
課
程

と
専
門
課
程
）、
短
期
大
学
、

大
学
、
東
北
職
業
能
力
開
発

大
学
校（
本
校
）の
い
ず
れ
か

に
在
学
ま
た
は
、
入
学
見
込

み
の
人

□
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学

　
が
困
難
な
人

□
保
護
者（
親
権
者
ま
た
は
、

未
成
年
後
見
人
）が
市
内
に

在
住
す
る
人

●
貸
与
上
限
額（
月
額
）

□
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校

１
万
５
千
円

□
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

２
万
５
千
円

□
短
期
大
学
、
大
学
、
東
北
職

業
能
力
開
発
大
学
校

４
万
円

※

他
の
機
関
の
奨
学
金
と
併
用
し
て
、

市
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
貸
与
期
間
　
令
和
８
年
４
月
か

ら
正
規
の
修
業
年
限
ま
で

●
募
集
人
数
　
20
人
程
度

●
選
考
方
法
　
市
奨
学
生
選
考
委

員
会
で
選
考

●
返
済
方
法
　
貸
与
が
終
了
し
、

１
年
が
経
過
し
た
後
か
ら
10
年

以
内
に
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦

で
均
等
償
還

●
申
込
期
限
　
10
月
31
日（
金
）必

着
●
申
し
込
み
　
問
い
合
わ
せ
先
に

備
え
付
け
の
募
集
要
領
　
を
確

認
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
に
直

接
持
参
ま
た
は
、
郵
送
す
る
か
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

に
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
教
育
部
教
育
総
務
課

　
〒
９
８
９-

５
１
７
１

　
栗
原
市
金
成
沢
辺
町
沖
２
０
０

　
番
地
　
　
　
☎（
42
）３
５
１
１

さ
　
と
う
　
　
　
よ
し 

ひ
と

ま
つ 

も
と
　
　 

あ
き
ら

だ
　  

て
　
　
き
み
　
こ

し
ろ  

と
り

　せ
い

　 ご

●共通事項

●募集施設

募集要項の配布期間指定期間 応募方法 現地説明会の参加方法
各対象施設の申込期
限までに、担当課へ
直接持参またはファ
クス、Ｅメールで申
し込み

９月３０日（火）まで担当課で
配布

９月３０日（火）まで担当課へ
直接持参または郵送により提
出

※土・日曜日、祝日を除く午前９時
から午後５時まで

※募集要項、各種様式などは、市ウェ
　ブサイトに掲載しています。

※受け付けは、土・日曜日、祝日を除
く午前９時から午後５時まで

※郵送の場合、９月３０日（火）の消印
有効

５ くりはら交流プラザ 志波姫新熊谷
２７９番地２

９月９日（火）
午前１０時から

９月８日（月）
午後５時

企画部市民協働課（市役所３階）
☎（22）1164　ファクス（22）0313
　　  kyodo@kuriharacity.jp

２ 金成温泉金成延年閣 金成三沢３２番地 ９月９日（火）
午後１時３０分から

９月８日（月）
午後５時

３ 花山温泉温湯山荘 花山字本沢温湯
１５番地１

９月９日（火）
午前１０時３０分から

９月８日（月）
午後５時

４ 花山青少年旅行村 花山字本沢稲千場
２番地１

９月１０日（水）
午後１時３０分から

９月９日（火）
午後５時

９月１０日（水）
午前１０時３０分１ ハイルザーム栗駒 栗駒沼倉耕英東

５０番地１
９月９日（火）
午後５時

商工観光部田園観光課
（ふるさとセンター２階）
☎（24）7557　ファクス（22）0315
　　  kanko@kuriharacity.jp

市施設の「指定管理者」募集
　指定管理者制度とは、市の施設の管理運営を民間事業者などの団体が行うことで、市民サービスの向上や
経費縮減を図る制度です。

令和８年４月１日から
令和 11 年３月３１日（３年間）



２５　　広報くりはら　令和７年９月１日 広報くりはら　令和７年９月１日　　２４各総合支所の問い合わせ先　 築館 ☎（２２）１１１１　若柳 ☎（３２）２１２１　栗駒 ☎（４５）２１１１　高清水 ☎（５８）２１１１　一迫    ☎（５２）２１１１　瀬峰 ☎（３８）２１１１　鶯沢 ☎（５５）２１１１　金成 ☎（４２）１１１１　志波姫 ☎（２５）３１１１　花山 ☎（５６）２１１１

市からのお知らせ栗原市ウェブサイト　     https://www.kuriharacity.jp/ＵＲＬ 栗原市の市外局番　0228記号の説明　　この記号がついて　いる様式などは、市ウェブサイトからダウンロードできます。市からのお知らせ

［左から］のぼり旗、撮影用看板

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
経
営
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
を
全
て
受
講
し
、
市

か
ら
の
受
講
証
明
書
を
受
け
た
創

業
者
は
、
各
種
支
援
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
時

□
第
１
回
　
10
月
20
日（
月
）

□
第
２
回
　
10
月
27
日（
月
）

□
第
３
回
　
11
月
10
日（
月
）

□
第
４
回
　
11
月
17
日（
月
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●
場
所
　
市
役
所

●
内
容

□
第
１
回
　
経
営「
創
業
の
心

　
構
え
」

□
第
２
回
　
販
路
開
拓「
売
れ

　
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
」

□
第
３
回
　
人
材
育
成「
採
用

と
育
成
」

□
第
４
回
　
財
務「
利
益
計
画
」

●
対
象
　
市
内
で
創
業
を
考
え
て

い
る
人
、
創
業
し
て
５
年
未
満

の
人

●
定
員
　
20
人

※

先
着
順

●
受
講
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
10
月
６
日（
月
）ま

で
、
開
催
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
の
詳
細
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
商
工
観
光
部
産
業
戦
略
課

☎（
22
）１
２
２
０

　
栗
原
南
部
商
工
会

☎（
22
）３
６
１
１

　
若
柳
金
成
商
工
会

☎（
32
）３
１
０
０

　
栗
駒
鶯
沢
商
工
会

☎（
45
）２
１
９
１

　
一
迫
花
山
商
工
会

☎（
52
）３
３
０
０

栗
原
市
誕
生
  20
周
年
記
念

I
n
s
t
a
g
r
a
m

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
栗
原
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
写
真
や

動
画
を
募
集
す
る
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ

ｇ
ｒ
ａ
ｍ
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ
　
春
夏
の
伝
統
行
事
や

祭
り

●
応
募
期
限
　
９
月
７
日（
日
）

●
参
加
方
法
　
次
の
手
順
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
　

①
市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア

カ
ウ
ン
ト（
＠kurihara

＿

　official

）を
自
身
の
公
開

ア
カ
ウ
ン
ト
で
フ
ォ
ロ
ー

②
応
募
期
限
ま
で
に
、
①
の
公

開
ア
カ
ウ
ン
ト
で
、
テ
ー
マ
に

　
沿
っ
た
写
真
や
動
画
に
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ「
＃
残
し
た
い
栗

原
」を
付
け
て
投
稿

●
参
加
特
典
　
参
加
者
の
中
か
ら

抽
選
で
商
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

な
お
、
投
稿
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
当
選
は
１
人
１
回

ま
で
で
す
。

●
注
意
事
項
　
非
公
開
ア
カ
ウ
ン

ト
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
ラ
イ
ブ
で

投
稿
さ
れ
た
も
の
、
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
が
付
い
て
い
な
い
投
稿
、

著
作
権
や
肖
像
権
と
い
っ
た
各

種
権
利
の
侵
害
に
当
た
る
投
稿

な
ど
は
、
抽
選
の
対
象
外
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
公
式
観
光
サ
イ
ト「
ぎ
ゅ

　
ぎ
ゅ
っ
と
く
り
は
ら
」ま
た
は
、
市
公

式
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
商
工
観
光
部
田
園
観
光
課

☎（
22
）1
1
5
1

栗
原
市
誕
生
 20
周
年
記
念

冠
事
業
を
募
集
中

　「
栗
原
市
誕
生
20
周
年
記
念
」の

名
前
を
付
け
た
事
業
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
支
援
対
象
　
市
内
に
活
動
の
拠

点
を
置
く
企
業
や
団
体
な
ど

●
対
象
事
業
　
令
和
７
年
度
に
実

施
予
定
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
事
業

□
行
政
区
の
枠
を
超
え
て
実
施

し
、
栗
原
市
誕
生
20
周
年
を

共
に
祝
い
、
さ
ら
な
る
市
民

融
和
と
郷
土
愛
を
醸
成
す
る

事
業

□
市
民
の
他
、
市
外
や
全
国
と

の
連
携
交
流
を
促
進
す
る
事

業
※

□
市
内
外
の
人
が
広
く
参
加
で

き
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
よ

る
交
流
人
口
の
増
加
、
地
域

活
性
化
に
役
立
つ
事
業
※

※
行
政
区
・
自
治
会
単
独
の
開
催
は
対

象
外

●
支
援
内
容
　
栗
原
市
誕
生
20
周

年
を
記
念
す
る
備
品
の
貸
し
出

し
や
、
謝
礼
金
を
交
付
し
ま
す
。

□
の
ぼ
り
旗
の
貸
し
出
し

□
撮
影
用
看
板
の
貸
し
出
し

□
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
使
用

□
協
賛
事
業
謝
礼
金
の
交
付

※

撮
影
用
看
板
の
搬
入
出
は
、
団
体
側

で
荷
台
付
き
自
動
車
を
準
備
の
上
、

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

謝
礼
金
は
、
冠
事
業
に
か
か
っ
た
経

費（
参
加
費
お
よ
び
市
補
助
金
を
除

く
）の
２
分
の
１
の
額
で
、
最
大
10

万
円
を
交
付
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
令
和
８
年
３
月
31

日（
火
）

●
申
し
込
み
　
申
請
書
　
に
必
要

書
類
を
添
え
、
問
い
合
わ
せ
先

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
企
画
課☎（

22
）１
１
２
５

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

常
時
募
集
　

先
着
で
入
居
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
築
館
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
若
柳
地
区
　
　
　
　
　
　
11
戸

□
栗
駒
地
区
　
　
　
　
　
　
６
戸

□
高
清
水
地
区
　
　
　
　
　
10
戸

□
一
迫
地
区
　
　
　
　
　
　
３
戸

□
瀬
峰
地
区
　
　
　
　
　
　
４
戸

□
鶯
沢
地
区
　
　
　
　
　
　
５
戸

□
金
成
地
区
　
　
　
　
　
　
15
戸

●
申
し
込
み
　
応
募
条
件
な
ど
、

問
い
合
わ
せ
先
に
問
い
合
わ
せ

　
の
上
、直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

お
わ
び
と
訂
正

　
８
月
１
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
特
集
　
４
ペ
ー
ジ

　
市
民
と
共
に
守
る
生
態
系

正
　
特
に
マ
ガ
ン
は
日
本
に
飛

来
す
る
９
割
に
当
た
る
約

１０
万
羽
が
伊
豆
沼
・
内
沼

周
辺
で
越
冬
し
ま
す
。

誤
　
特
に
マ
ガ
ン
は
世
界
に
い

る
３
分
の
１
に
当
た
る
約

１０
万
羽
が
越
冬
の
た
め
飛

来
し
ま
す
。

市公式
Instagram

市公式観光サイト
「ぎゅぎゅっとくりはら」

総務部管財課
　☎（２２）１１１６

一般寄付

消火器　10 本

ドローン　１ 機

車いす　１ 台

6月24日（火）

6月25日（水）

7月　8日（火）

●山岸電設工業株式会社　様

●株式会社アクシア　様

●米山　孝一　様
よね やま    こう いち

市民生活部市民課 ☎（２２）３２１１

※令和７年７月末現在、（　）は前月比

●　59,653人（△84）
　 男：29,104人（△46）  女：30,549人（△38）

●　24,765世帯（△6）
●　１6人 ● 95人
●　75人 ●　80人

 9月30 日（火）まで

※納付は口座振替が便利です
※税金などを滞納すると、延滞金がかかります「納付は納期限までに！」

後期高齢者医療保険料（第3期）
市民生活部健康推進課  ☎（２２）0370

固定資産税（第3期）
国民健康保険税（第5期）

総務部税務課  ☎（２２）1121



２７　　広報くりはら　令和７年９月１日 広報くりはら　令和７年９月１日　　２６各総合支所の問い合わせ先　 築館 ☎（２２）１１１１　若柳 ☎（３２）２１２１　栗駒 ☎（４５）２１１１　高清水 ☎（５８）２１１１　一迫    ☎（５２）２１１１　瀬峰 ☎（３８）２１１１　鶯沢 ☎（５５）２１１１　金成 ☎（４２）１１１１　志波姫 ☎（２５）３１１１　花山 ☎（５６）２１１１

情報あれこれ情報あれこれ 栗原市の市外局番　0228

年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
、
一
定
基
準
額
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。案
内
や
事
務
手
続
き

は
日
本
年
金
機
構
が
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

を
満
た
す
人

□
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
し
、
年
金
収
入
額
と

そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
90

万
６
７
０
０
円
以
下（
昭
和

31
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
は
、
90
万
９
千
円
以

下
）で
、
世
帯
員
全
員
が
市

民
税
非
課
税
の
人

□
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

　
年
金
を
受
給
し
、
前
年
の
所

得
額
が
４
７
９
万
４
千
円
以

下
の
人

●
請
求
手
続
き

□
新
た
に
受
け
取
り
で
き
る
人

　
　
９
月
頃
か
ら
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す
。
同
封
の
書
類

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
年
金
を
受
給
し
始
め
る
人

　
　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併

せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０-

０
５
４
０
９
２

　
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
23
）１
２
０
０

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

自
筆
証
書
遺
言
書

保
管
制
度

　
自
分
が
書
い
た
遺
言
書
を
法
務

局
へ
預
け
る「
自
筆
証
書
遺
言
書

保
管
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
預
け
た
遺
言
書
は
法
務
局
が
管

理
と
保
管
を
す
る
た
め
、
紛
失
や

改
ざ
ん
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
財
産
を
大
切
な
人
へ

託
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
遺
言

書
を
検
討
し
て
い
る
場
合
は
、
ぜ

ひ
、
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
仙
台
法
務
局
古
川
支
局

☎
０
２
２
９（
22
）０
５
１
０

県
保
健
所
犬
猫
ダ
イ

ヤ
ル
開
設

　
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
県
の
保
健

所
や
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
受
け

付
け
て
い
た
犬
や
猫
の
相
談
に
つ

い
て
、
専
用
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ペ
ッ
ト
の
犬
や
猫
が
い
な
く
な
っ

た
、
保
護
猫
を
譲
り
受
け
た
い
な

ど
、
保
健
所
へ
の
犬
猫
に
関
す
る

相
談
な
ど
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
宮
城
県
保
健
所
犬
猫
ダ
イ
ヤ
ル

□
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
15
分
　

　
宮
城
県
保
健
所
犬
猫
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
２（
774
）6
9
2
0

オ
ス
ト
メ
イ
ト
相
談
会

●
日
時
　
10
月
４
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
県
内
に
居
住
す
る
オ
ス

　
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
、人
工
ぼ
う

　
こ
う
）保
有
者
や
そ
の
家
族
な
ど

●
内
容
　
術
後
の
ケ
ア
、
日
常
生

活
関
連
の
相
談
会

●
講
師
　
栗
原
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
　
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認

定
看
護
師
　
大
内
　淑
子
氏

※

予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

　
協
会
宮
城
県
支
部

☎
０
８
０（
５
５
６
７
）３
３
４
８

小
・
中
・
義
務
教
育

学
校
の
常
勤
・
非
常

勤
講
師
募
集

　
栗
原
圏
域
ま
た
は
、
大
崎
圏
域

で
、
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
人

材
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
　教
員
免
許
状
を
持
っ

　
て
い
る
人

※

免
許
法
改
正
に
よ
る
免
許
状
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
不
明
な
場
合
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
　
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
応
募
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所
教
育

学
事
班
に
直
接
持
参
ま
た
は
、

郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
宮
城
県
北
部
教
育
事
務
所
教
育

学
事
班

　
〒
９
８
９-

６
１
１
７

　
大
崎
市
古
川
旭
四
丁
目
１-

１

☎
０
２
２
９（
91
）０
７
３
９

障
害
を
持
つ
人
の

職
業
訓
練
に
つ
い
て

　
国
立
県
営
宮
城
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
で
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
す
る
他
、
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
日
時
　
10
月
４
日（
土
）

□
午
前
の
部
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
11
時
40
分

□
午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
３
時
40
分

●
場
所
　
宮
城
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校（
仙
台
市
青
葉
区
）

●
対
象
　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
、

　
難
病
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど

●
内
容
　
施
設
の
概
要
説
明
、
施

　
設
見
学
、訓
練
体
験
、個
別
相
談

●
申
し
込
み
　
宮
城
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
公
開
し
て
い
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
問
い
合

わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
生
募
集

●
募
集
内
容
　
オ
フ
ィ
ス
実
務
科

●
定
員
　
10
人

●
対
象
　
就
職
に
向
け
職
業
訓
練

を
希
望
す
る
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
つ
人

●
訓
練
期
間
　
11
月
５
日（
水
）〜

令
和
８
年
３
月
12
日（
木
）

●
申
込
期
限
　
９
月
16
日（
火
）

※

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
立
県
営
宮
城
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校

☎
０
２
２（
233
）３
１
２
４

東
北
職
業
能
力
開
発

大
学
校
学
生
募
集

一
般
推
薦
入
試

●
試
験
日
　
10
月
18
日（
土
）

●
出
願
期
間
　
10
月
１
日（
水
）〜

８
日（
水
）

●
試
験
の
方
法
　
書
類
審
査
、
筆

記
試
験（
数
学
Ⅰ
）、
面
接

●
受
験
資
格
　
令
和
８
年
３
月
に

高
等
学
校
を
卒
業
予
定
で
、
評

定
平
均
値
が
３
・
０
以
上
の
人

●
受
験
料
　
　
　
　
1
万
8
千
円

●
申
し
込
み
　
東
北
職
業
能
力
開

発
大
学
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

☎（
22
）６
６
１
４

第
 33
回
宮
城
シ
ニ
ア

美
術
展
作
品
募
集

　
今
年
も
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展
を

開
催
し
ま
す
。
開
催
に
向
け
た
出

展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
部
門
　
日
本
画
、
洋
画
、

書
、
写
真
、
工
芸

●
テ
ー
マ
　
自
由

●
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

※

各
部
門
１
人
１
点
ま
で

●
応
募
期
限
　
10
月
31
日（
金
）

●
参
加
費
　
　
　
　
１
作
品
千
円

●
展
示
場
所
　
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ

ア
テ
ー
ク（
仙
台
市
青
葉
区
）

●
展
示
期
間
　
12
月
12
日（
金
）〜

14
日（
日
）

●
申
し
込
み
　
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公

開
し
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、問
い
合
わ
せ
先

　
に
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
い
き

が
い
推
進
セ
ン
タ
ー

　
〒
９
８
0-

0
０
１
１

　
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
３
丁
目

3-

1
　
み
や
ぎ
ハ
ー
ト
フ
ル

セ
ン
タ
ー
　
２
階

☎
０
２
２（
223
）１
１
７
１

怪
し
い
通
販
サ
イ
ト

に
注
意

　
ブ
ラ
ン
ド
品
や
入
手
困
難
な
商

品
、
米
な
ど
が
安
く
購
入
で
き
る

と
宣
伝
す
る
通
販
サ
イ
ト
を
利
用

し
、
代
金
を
支
払
っ
た
が
商
品
が

届
か
な
い
と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
通
販
サ
イ
ト
内
の
日
本
語
表
記

が
不
自
然
な
場
合
や
、
少
し
で
も

怪
し
い
と
感
じ
た
場
合
は
、
利
用

を
控
え
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
被
害

に
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
や
振
込
先
の

銀
行
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
困
っ
た
時
、
不
安
な
と
き
は
、

市
や
県
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
や

警
察
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

祝
日
を
除
く

　
栗
原
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　（
築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

☎（
22
）１
５
０
１

　
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
消
費

　
生
活
相
談（
宮
城
県
栗
原
合
同

庁
舎
）
　
　
☎（
23
）５
７
０
０

県ウェブサイト

講師等の募集

オープンキャンパス

宮城障害者職
業能力開発校
ウェブサイト

受講生募集

国立県営障害者
職業能力開発校
ウェブサイト

学生募集

東北職業能力
開発大学校
ウェブサイト

作品募集

県社会福祉
協議会

ウェブサイト

お
お 

う
ち
　  

よ
し
　
こ



広報くりはら　令和７年９月１日　　２８今月の表紙：栗駒山麓ジオパークビジターセンター内にある
　　　　　　超大型スクリーンに映る紅葉の栗駒山

　「作品を手に取った人の笑顔と温かい
言葉が、創作意欲を高めてくれます」と、
柔らかな表情で話す、ハンドメイド作家
の渡邊さん。手芸の趣味が高じて作家活
動を始め、今年で１０年を迎えました。
　渡邊さんが手がける作品の多くは、手
袋にフェルトの人形や仕掛けを取り付け
た「手袋シアター」や、ままごとセットな
ど、子どもの世話に役立つおもちゃ。ま
た、和裁士としての経験を生かして、浴
衣をリメイクしたバッグや小物入れなど
も制作しています。
　現在、力を入れているのは、さまざま
な作家のハンドメイド作品などを販売す
るマルシェの企画・運営です。２年前、
父親がかつて営んでいた畳店を改修し、
店舗兼作業スペースとしてオープンさせ
た渡邊さん。昨年には、その一部を利用
して「うぐくりまるしぇ」を初開催しまし
た。
　１０月には、３回目のマルシェを開催
予定。あれこれ構想を練る渡邊さんは
「回を重ねるごとに、内容が充実してき
ました。作品を通じて地域に元気を届け
たいです」と、笑顔で語ってくれました。

　「作品を手に取った人の笑顔と温かい
言葉が、創作意欲を高めてくれます」と、
柔らかな表情で話す、ハンドメイド作家
の渡邊さん。手芸の趣味が高じて作家活
動を始め、今年で１０年を迎えました。
　渡邊さんが手がける作品の多くは、手
袋にフェルトの人形や仕掛けを取り付け
た「手袋シアター」や、ままごとセットな
ど、子どもの世話に役立つおもちゃ。ま
た、和裁士としての経験を生かして、浴
衣をリメイクしたバッグや小物入れなど
も制作しています。
　現在、力を入れているのは、さまざま
な作家のハンドメイド作品などを販売す
るマルシェの企画・運営です。２年前、
父親がかつて営んでいた畳店を改修し、
店舗兼作業スペースとしてオープンさせ
た渡邊さん。昨年には、その一部を利用
して「うぐくりまるしぇ」を初開催しまし
た。
　１０月には、３回目のマルシェを開催
予定。あれこれ構想を練る渡邊さんは
「回を重ねるごとに、内容が充実してき
ました。作品を通じて地域に元気を届け
たいです」と、笑顔で語ってくれました。

ハンドメイド作品で地域を元気に

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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宮
城
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原
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築
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一
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☎
０
２
２
８（
22
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【特集】
ジオが描く未来の栗原


